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55番の歌 恐れてはいけない！



エホバとイエスを信じてサタンに勝つ



「悪魔に立ち向かってください。そうすれば，悪魔は逃げ去ります」。ヤコブ 4:7




ポイント

サタンはずっと，エホバとイエスへの不信感を持たせようとしてきました。どうしたらその手に乗らずに済むでしょうか。




 1. サタンはどんな手を使って私たちをエホバから引き離そうとしてきますか。


あなたの答え



私たちにはしつこい敵がいます。サタンと邪悪な天使たちです。サタンは，私たちがエホバから離れることを願っています。でも，バックにエホバがいる限り，勝ち目はないと分かっています。それでサタンは私たちに，エホバとイエスは愛してくれていないと思わせようとしてきます。そういう疑いの気持ちが，エホバとの友情を駄目にすることをよく知っています。（コリ二 11:14。ヤコ 1:6）

 2. エホバとイエスを心から信じて付いていくことは大切です。どうしてですか。


あなたの答え



2 兵士が戦いに勝つためには，司令官を信じて付いていくことがどうしても必要です。司令官を信頼せず勝手な行動を取ると命が危険になります。私たちクリスチャンも，「邪悪な天使の勢力」と戦っています。（エフェ 6:12）それでリーダー，エホバとイエス･キリストを心から信じて付いていくことが大切です。でも，サタンはそうはさせまいとして，あの手この手を使ってきます。この記事では，サタンがずっと使ってきた常とう手段について考えます。どうすればその手に乗らないで済むでしょうか。次の記事ではさらに2つ，サタンが得意な方法を考えます。*

サタンは，エホバとイエスへの不信感を持たせようとしてきた

 3. エバがエホバを信じられなくなったのはどうしてですか。


あなたの答え



3 サタンはアダムとエバの時代からずっと人間をだまそうとしてきました。サタンはエバにこう言いました。「あなたたちは庭園の全ての木の実を食べてはならない，と神が言ったのは本当ですか」。（創 3:1-5）こんなふうに言って，エホバって実はけちで理不尽なんだと思い込ませようとしました。もちろんこれはうそでしたが，アダムとエバはエホバを裏切ってしまいました。（創 3:6）

 4. サタンはヨブに，エホバについての間違ったイメージを持たせようとしました。どんなふうにですか。


あなたの答え



4 サタンはヨブのことも攻撃しました。3人の友たちを使って，エホバはヨブを愛していないし，どんなに頑張ったって振り向いてはくれないと思わせようとしました。（ヨブ 22:1-3）そして，いろんなつらい目に遭わせてエホバとの友情を捨てさせようとしました。でも，ヨブはその手に乗りませんでした。サタンがどれだけ必死に攻撃してもエホバから離れませんでした。（ヨブ 27:1，5）

 5. サタンはどうやってイエスの評判を下げようとしましたか。（マタイ 11:19）


あなたの答え



5 サタンは懲りません。1世紀，イエスが現れてからも，イエスがみんなの人気を集めないようにイメージを悪くしようとしました。宗教指導者たちを使って，イエスの間違ったうわさを広めました。たくさんの人がその話をうのみにし，イエスは最後には犯罪者として処刑されてしまいます。（マタイ 11:19を読む。27:27-31。マル 14:55，56。ヨハ 8:41-45）

6-7. サタンはどうやってイエスの弟子たちを攻撃しましたか。


あなたの答え



6 イエスの死後，サタンはイエスの弟子たちに目を付けました。まず，そもそも本当にイエスが生き返ったかどうかは怪しい，と思わせようとしました。そのために，弟子たちがイエスの死体を盗んだというデマを広めます。（マタ 28:11-15）さらに，迫害を起こして，弟子たちの意気をくじこうとしました。こんな反対がある中でイエスから任された仕事をやり遂げるなんて，到底無理だと思わせようとしたわけです。（使徒 7:57–8:1; 12:1-3; 28:22）

7 当時のクリスチャンの中には，迫害を受けてエホバと距離を置いてしまった人たちがいます。でも，ほとんどのクリスチャンは，本当の敵はサタンと邪悪な天使だと見抜いていました。それで一歩も引かずに熱い心で伝道を続けられました。（使徒 4:18-20。ペテ一 5:8）では次に，サタンが今の私たちにどんな手口を使ってくるのか考えましょう。

サタンは，エホバとイエスへの不信感を持たせようとしている

 8. サタンは，エホバとイエスについてのうそを広めるためにどんなことをしていますか。


あなたの答え



8 今サタンは，エホバとイエスについて本当のことを隠すという手を使っています。「うその根源」サタンは，間違った宗教を使ってデマを世界中に広めています。（ヨハ 8:44）例えば，エホバとイエスがどんな方か曖昧にしています。（コリ二 4:3，4）教会の中には，父と子が同等だと教えているところがあります。それで，多くの人はイエスを崇拝し，イエスの父である神のことを全く知りません。もちろん，エホバとイエスはそういう崇拝を嫌っています。（マタ 4:10。ヨハ 4:23）サタンのデマが世界中に広まっているせいで，私たちが一生懸命伝道しても聞こうとしない人や反対する人がいます。

 9. サタンはみんなをエホバから遠ざけたいと思っています。そのためにどんなことをしてきましたか。（エレミヤ 23:26，27）


あなたの答え



9 誰かと友達になりたいと思ったら，まず名前を聞くんじゃないでしょうか。神との友情も同じです。聖書によると，神の名前を知る人は神に愛され，守られます。サタンは絶対にそうなってほしくないと思って，偽の宗教を使って神の名前を隠してきました。（エレミヤ 23:26，27を読む。）例えば，いろんな翻訳聖書から神の名前を取り除いてきました。（格 18:10）さらに，世の中で起きている悪いことは神のせいだ，といううそを広めてもきました。そのせいで，たくさんの人は神を知り愛するどころか，神を信じられなくなっています。（ヤコ 4:8）サタンは，すでにエホバと友達になっている私たちにも，エホバのことを嫌いにならせたいと思っています。

10. どういう時，エホバへのイライラを募らせてしまうかもしれませんか。


あなたの答え



10 サタンはエホバに仕えるのをやめさせようとしてきます。特に，私たちが問題にぶつかる時を狙ってきます。そういう時，「こんな苦しい目に遭うのはエホバのせいだ。エホバは気遣ってなんかくれていない。エホバの基準に沿って生きてもいいことなんて何もない」と思わせようとしてきます。こんなふうに感じると，だんだんイライラが募ってきて，エホバに仕える気力がそがれていきます。これがサタンの狙いです。（格 19:3）

11. サタンは，エホバの言う通りに生きても楽しくないと思わせようとしてきます。どうやってですか。（写真も参照。）


あなたの答え



11 エホバは私たちに，何がいいことで何が悪いことなのかを教え，生き方の指針を示してくれています。サタンは「エホバの言う通りに生きたって楽しくない」と思わせようとしてきます。そのためにSNSを使います。そこには，聖書は時代遅れだとか，自分のやりたいように生きていけばいいという風潮があふれています。そういうものにずっとさらされていると，エホバが言っている通りにしようという気持ちが弱くなっていきます。（ヨハ 14:30。イザ 5:20。テモ一 4:1，2）



[image: 若い姉妹が寝室でいろんなSNSの投稿を見ている。男性のカップルが結婚式を挙げている様子。クラブで踊っている人たち。インフルエンサーのセルフィーにたくさんの「いいね」が付いている。2人の男性が格闘技をしている。女性の政治家が手を振っている。]

サタンはいろんなコンテンツを使って，エホバの言う通りにしても楽しくないと思わせようとしてくる。（11節を参照）







12. サタンの手に乗るとどうなってしまうかもしれませんか。


あなたの答え



12 サタンの手に乗ると，エホバから離れてしまうかもしれません。若いシャノン姉妹はこう言っています。「気付かないうちに学校で学ぶこととか，周りの人たちから影響を受けていました。エホバから見て，いいことと悪いことがどんなことか，だんだん分からなくなっていきました。特にSNSにはまっていました。みんなの投稿をずっと見てると，『この人たち楽しそうだな。自分もこんなふうになりたい』っていう気持ちになってきます。それで，エホバの言う通りにしても楽しくない，と思うようになりました。家族とか兄弟姉妹からも距離を置くようになりました」。でも，シャノンはその後，正しい道に戻れました。どうしてそうできたんでしょうか。

13. シャノン姉妹が経験したことから，どんなことを学べますか。


あなたの答え



13 やがて，シャノンは前のようにエホバとイエスと仲良くなりたいと思うようになりました。こう言っています。「祈って，いろいろ資料を調べました。『若い人は尋ねる ― どうすれば本当の友達ができるだろうか』のドラマに背中を押されました。* 主人公の女の子は，私と同じような経験をしていました。自分で何とかしようとせずに，周りの人に助けてもらっているのを見て，はっとしました。私も同じようにしたいと思って，親や長老，経験を積んだ姉妹に助けてもらって，学校の友達との付き合い方で線を引くことができました。エホバの証人として生きるとはどういうことかを学びました。ただ集会に行くとか，親の宗教だからやるっていうわけじゃないんですね。自分で納得してエホバに仕えること，エホバとの距離をどんどん縮めていくことが大事です」。

エホバとイエスとの友情を信じ続ける

14. サタンに勝つコツは何ですか。（写真も参照。）


あなたの答え



14 私たちはどれだけサタンから攻撃されても，エホバとの友情を守りたいと思います。（ヤコ 4:4）そのために大事なのは，誰と友達になるかということと，取り入れる情報に注意することです。エホバを愛している人との友情を大事にしたいですね。さらに，今の世の中には間違った情報やうそがあふれています。そういうものを信じてしまうのではなく，聖書を読んだり，エホバの証人が準備している資料を読んだりして，本当の情報を取り入れるようにしましょう。そんなふうにしていると，エホバをもっともっと信頼できるようになっていきます。（格 13:20。使徒 17:11）



[image: 先ほどの画像の姉妹が，エホバとの友情を守るのに役立つことについてしみじみ考えている。1. 砂浜で犬と散歩している。2. 外で友達と楽しく過ごしている。3. 文書カートのそばで伝道している。4. 病院にいる姉妹が2人の長老から元気づけられている。]

エホバとの友情を守るために努力すると，サタンの手に乗らずに済む。（14節を参照）







15. どうすればエホバとイエスが親友だと心から思えますか。


あなたの答え



15 聖書を読んでよく考えると，「エホバとイエスは最高の親友だ。困った時はいつも頼ろう」という気持ちになれます。（格 22:19）2人の愛がひしひしと伝わってくるからです。例えば，エホバが私たちを思う気持ちは，母親がわが子を思う気持ちよりはるかに強いです。（イザ 49:15）また，エホバの名前を大切に思う人は，エホバにとって「宝のような所有物」だとあります。エホバにとって私たちは宝物なんです。（マラ 3:16，17，脚注）イエスも，私たちのために命を犠牲にしてくれました。それほどまでに私たちを愛しているということです。（ヨハ 15:12，13）

16. エホバが助けてくれた経験を思い出したり，語り合ったりするのは大切です。どうしてですか。（詩編 118:5，6）


あなたの答え



16 エホバとイエスが自分を助けてくれたという経験をしみじみ思い返すのも力になります。そういう思い出を大事にして，時々取り出してみましょう。兄弟姉妹にも「エホバのサポートを感じた思い出がありますか」と尋ねてみてください。（格 22:17）そうやって語り合っていると，「やっぱりエホバとイエスはいつも味方でいてくれる。この先何があっても大丈夫だ」と信じられるようになります。（詩編 118:5，6を読む。）

17. ヨハネ 10章29節のイエスの言葉からどんなことが分かりますか。


あなたの答え



17 私たちはこれからもずっと，いつまでもエホバとイエスの友達でいたいと思います。そのためには，サタンと邪悪な天使たちが滅ぼされる時まで戦い続けないといけません。必死になって私たちを攻撃し，エホバのことを嫌いにならせようとしているからです。（啓 20:1-3，10）それで，これからもサタンに負けないように，エホバとの友情を強くしていきましょう。エホバとイエスが愛してくれていること，いつも味方でいてくれることを信じて疑わないでください。そうすれば，イエスが言った通り，「誰も父の手から[あなた]を奪うことはできません」。（ヨハネ 10:29を読む。ヤコ 4:7）

18. 次の記事ではどんなことを考えますか。


あなたの答え



18 次の記事では，サタンのやり口をもう2つ考えます。会衆を中からかき乱すことと，外から攻撃することです。どうやって立ち向かえるかを考えていきましょう。



振り返ってみましょう


	  サタンは過去に，エホバとイエスへの不信感を持たせようとしてきました。どうやってですか。


あなたの答え
 




	  サタンは今も，エホバとイエスへの不信感を持たせようとしてきます。どうやってですか。


あなたの答え
 




	  エホバとイエスは絶対に裏切らないと信じられるのはどうしてですか。


あなたの答え
 











150番の歌 救いのために神に頼る



^  サタンが悪いこと全ての原因というわけではありません。でも，「世の精神」をあおっているのは事実です。人を操って私たちを攻撃します。そういうわけで，私たちはみんな確かにサタンと戦っています。（コリ一 2:12。ヨハ一 5:19）


^  jw.orgの「若い人」のページで，エホバや仲間との友情を強くするのに役立つ資料をいろいろ見つけられます。JW Library®の「若い人は尋ねる」のシリーズ記事も参考になります。






^ （ヤコ 4:7） ですから，神に従ってください。悪魔に立ち向かってください。そうすれば，悪魔は逃げ去ります。



^  （コリ二 11:14） それも不思議ではありません。サタンが光の使いに成り済ましているからです。



^  （ヤコ 1:6） ただし，少しも疑わず，信仰を持って求め続けなければなりません。疑う人は，風に吹かれて揺れ動く海の波のようです。



^  （エフェ 6:12） 私たちは戦っているからです。人間とではなく，政府や権威，この闇の世の支配者たち，天にいる邪悪な天使の勢力と戦っています。



^  （創 3:1-5） さて，エホバ神が造った野生動物の中で蛇が最も用心深かった*。蛇が女に言った。「あなたたちは庭園の全ての木の実を食べてはならない，と神が言ったのは本当ですか」。 2 女は蛇に言った。「私たちは庭園の木の実を食べてよいのです。 3 でも，庭園の真ん中にある木の実について，神は，『食べてはならない。触れてもならない。食べたり触れたりするなら死ぬ』と言いました」。 4 蛇は女に言った。「あなたたちは決して死にません。 5 その木の実を食べた日に，目が開かれ，あなたたちが神のようになって善悪を知るようになることを神は知っているのです」。

または，「利口だった」。


^  （創 3:6） そこで女がその木を見ると，おいしそうな実が付いていて，魅力的な美しい木に見えた。それで女はその木の実を取って食べ始めた。その後，一緒にいた時に夫にも渡した。夫もそれを食べ始めた。



^  （ヨブ 22:1-3） テマン人エリパズはそれを聞いて言った。  2 「人は神の役に立てるだろうか。 洞察力がある人は神の力になれるだろうか。  3 全能者はあなたが正しい人であることを気に掛ける*だろうか。 あなたが忠誠を尽くしたとして，神に何の得があるだろう。

または，「喜ぶ」。


^  （ヨブ 27:1） ヨブは話を続けて言った。



^  （ヨブ 27:5） あなた方を正しいと認めるなど私には考えられない！ 私は死ぬまで忠誠を貫く*！

または，「忠誠心を捨てない」。


^ （マタ 11:19） 人の子が来て食べたり飲んだりすると，『見ろ，大食いで，大酒飲みの男，徴税人や罪人たちの仲間だ』と言います。しかし，知恵は行動によって明らかになります」。



^  （マタ 11:19） 人の子が来て食べたり飲んだりすると，『見ろ，大食いで，大酒飲みの男，徴税人や罪人たちの仲間だ』と言います。しかし，知恵は行動によって明らかになります」。



^  （マタ 27:27-31） それから，総督の兵士たちはイエスを総督の邸宅内に連れていき，全部隊をイエスの周りに集めた。 28 そして，イエスの服を剝ぎ取って緋色の衣をまとわせ， 29 いばらで冠を編んでかぶらせ，アシを右手に持たせた。そしてイエスの前にひざまずき，あざけって，「ごあいさつ申し上げます，ユダヤ人の王よ！」と言った。 30 それから唾を掛け，そのアシを取って頭をたたき始めた。 31 最後に，あざけってから，緋色の衣を剝ぎ取って本人の外衣を着せ，杭にくぎ付けにするために引いていった。



^  （マル 14:55， 56） 一方，祭司長たちとサンヘドリン全体は，イエスを死刑にするため，イエスに不利な証言を探していたが，見つけられなかった。 56 大勢の人がイエスに不利な偽証をしていたが，その証言は一致していなかったのである。



^  （ヨハ 8:41-45） あなた方は自分たちの父に倣って行動しています」。その人たちは言った。「私たちは姦淫によって生まれたのではありません。私たちにはひとりの父，神がいます」。 42 イエスは言った。「もし神があなた方の父なら，あなた方は私を愛するはずです。私は神のもとから来てここにいるからです。自分の考えで来たのではなく，その方に遣わされました。 43 私が言っていることをあなた方が理解できないのはなぜでしょうか。それは，私の教えを受け入れようとしないからです。 44 あなた方は，あなた方の父，悪魔から出ていて，自分たちの父が欲することを行おうとしています。その者はその始まりから人殺しで，真理から離れました。真理を好まないからです。彼にとって，うそを語るのは自然なことです。うそつきで，うその根源*だからです。 45 しかし，私は真理を告げるので，あなた方は私を信じません。

直訳，「父」。


^  （マタ 28:11-15） 女性たちが向かっている間に，警備隊の何人かが町に入り，起きたこと全てを祭司長たちに報告した。 12 祭司長たちは，長老たちと集まって協議した後，かなりの枚数の銀を兵士たちに与えて， 13 こう言った。「『夜中に彼の弟子たちが来て，私たちが眠っている間に死体を盗んだ』と言え。 14 もしこれが総督の耳に入ったら，私たちが説明する*から，心配しなくてよい」。 15 兵士たちは銀を受け取り，指示された通りにした。それで，この話が今日までユダヤ人の間に広まっている。

または，「説得する」。


^  （使徒 7:57-8:1） すると彼らは力の限り叫び，手を耳に当て，彼に向かって一斉に突進した。 58 そして町の外に追い出した後，石打ちにし始めた。ステファノを訴えた証人たちは外衣をサウロという若者の足元に置いた。 59 そして石を投げ続けた。ステファノは，「主イエス，私の命を受け取ってください」と訴えた。 60 それからひざまずき，強い声で，「エホバ，この罪を彼らに負わせないでください」と叫んだ。そう言ってから，死の眠りに就いた。 
8 サウロは，ステファノの殺害に賛成していた。 その日，エルサレムの会衆に対して激しい迫害が始まった。使徒たち以外は全員，ユダヤとサマリアの全域に散らされた。



^  （使徒 12:1-3） その頃，ヘロデ王は会衆のある人たちを虐待し始め， 2 ヨハネの兄弟ヤコブを剣で殺した。 3 それがユダヤ人に喜ばれるのを見て，さらにペテロも捕らえようとした。（それは無酵母パンの時期だった。）



^  （使徒 28:22） でも，あなたの考えをあなたから聞くのがいいと思います。この一派については，各地で反対に遭っていることを知っているからです」。



^  （使徒 4:18-20） そして2人を呼び，イエスの名によって何も言ったり教えたりしてはならないと命じた。 19 しかし，ペテロとヨハネはこう答えた。「神よりもあなた方の言うことを聞く方が，神から見て正しいことなのかどうかは，自分たちで判断してください。 20 しかし，私たちとしては，見聞きしたことについて話すのをやめるわけにはいきません」。



^  （ペテ一 5:8） 頭がさえた状態*を保ち，油断なく見張ってください。敵である悪魔が，ほえるライオンのように歩き回って，誰かをむさぼり食おうとして*います。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。
または，「むさぼり食おうと探して」。


^  （ヨハ 8:44） あなた方は，あなた方の父，悪魔から出ていて，自分たちの父が欲することを行おうとしています。その者はその始まりから人殺しで，真理から離れました。真理を好まないからです。彼にとって，うそを語るのは自然なことです。うそつきで，うその根源*だからです。

直訳，「父」。


^  （コリ二 4:3， 4） もし私たちが広める良い知らせにベールが掛かっているとすれば，それは，滅びようとしている人たちにとってベールが掛かっているということです。 4 今の体制の神が，信仰のない人たちの思考を遮り*，神に似た者であるキリストについての素晴らしい良い知らせの光が輝き渡らないようにしているのです。

または，「心の目をくらまし」。


^  （マタ 4:10） その時，イエスは言った。「離れ去れ，サタン！ 『あなたが崇拝すべきなのはエホバ神であり，この方だけに神聖な奉仕をしなければならない』と書いてあるのです」。



^  （ヨハ 4:23） とはいえ，真の崇拝者が聖なる力と真理に導かれて父を崇拝する時が来ます。今がその時です。実際，父は，自分をそのように崇拝する人たちを求めています。



^ （エレ 23:26， 27） この預言者たちはいつまで心の中で偽りの預言をし続けるのか。彼らは自分たちの心のたくらみ*を預言している。 27 彼らの父祖たちがバアルのゆえに私の名を忘れたように，彼らは見た夢について語り合うことによって私の民に私の名を忘れさせようとしている。

または，「欺き」。


^  （エレ 23:26， 27） この預言者たちはいつまで心の中で偽りの預言をし続けるのか。彼らは自分たちの心のたくらみ*を預言している。 27 彼らの父祖たちがバアルのゆえに私の名を忘れたように，彼らは見た夢について語り合うことによって私の民に私の名を忘れさせようとしている。

または，「欺き」。


^  （格 18:10） エホバの名は強固な塔。 正しい人はその中に走り込んで保護される*。

直訳，「高く上げられる」。手が届かない，安全ということ。


^  （ヤコ 4:8） 神に近づいてください。そうすれば，神は近づいてくださいます。罪人たち，手を清めてください。優柔不断な人たち，心を清めてください。



^  （格 19:3） 人は自分の愚かさによって道を誤り， その人の心はエホバに対して激怒する。



^  （ヨハ 14:30） 私はもうあなたたちと多くは語りません。世の支配者が来ようとしているからです。もっとも，その者は私に対して何の力もありません。



^  （イザ 5:20） 善を悪と言い，悪を善と言う人たち， 闇を光とし，光を闇とする人たち， 苦いものを甘いとし，甘いものを苦いとする人たちには災いがある！



^  （テモ一 4:1， 2） 神からの言葉は次のことを明らかにしています。後の時代にある人たちは信仰を捨て，神からのものに思える偽りの言葉や，邪悪な天使の教えに注意を向けるようになります。 2 偽善者たちの語る偽りに惑わされるのです。その偽善者たちの良心は，焼き印を押された皮膚のようにまひしています。



^  （ヤコ 4:4） 不忠実な人たち*，世との交友は神との敵対であることを知らないのですか。世の友になろうとする人は，神の敵になろうとしているのです。

直訳，「姦淫をした女性たち」。


^  （格 13:20） 賢い人たちと共に歩むと賢くなり， 愚かな人たちと関わり合うと苦しい目に遭う。



^  （使徒 17:11） ここの人たちはテサロニケの人たちより心が広く，神の言葉を非常に意欲的に受け入れ，聞いたことがその通りかどうかと聖書を毎日注意深く調べた。



^  （格 22:19） あなたがエホバを信頼するために， 私は今日あなたに知識を与える。



^  （イザ 49:15） 女性が自分の乳を飲ませている子を忘れたり， 自分が産んだ子を思いやらなかったりするだろうか。 たとえ女性たちが忘れたとしても，私があなたを忘れることは決してない。



^  （マラ 3:16， 17） その時，エホバを畏れる人たちが仲間と語り合っていた。エホバはじっと耳を傾けていた。エホバを畏れる人と神の名について思い巡らす*人のために，神の前で記録の書*が記された。 17 大軍を率いるエホバは言う。「私が特別な*所有物を生み出す日，彼らは私のものとなる。親が従順な子供を思いやるように，私は彼らを思いやる。

または，「考える」。もしかすると，「を大切にする」。
または，「覚えておくための書」。
または，「宝のような」。


^  （ヨハ 15:12， 13） 私があなたたちを愛した通りにあなたたちが互いを愛すること，これが私のおきてです。 13 友のために自分の命をなげうつこと，これより大きな愛はありません。



^ （詩 118:5， 6） 苦難の時に私はヤハ*に呼び掛けた。 ヤハは答え，私を安全な*場所に連れていってくださった。  6 エホバは私の側にいてくださる。私は恐れない。 人が私に何を行えるだろう。

エホバの短縮形。
または，「広い」。


^  （格 22:17） 耳を傾けて賢い人たちの言葉を聞け。 私の知識を心から受け入れるためである。



^  （詩 118:5， 6） 苦難の時に私はヤハ*に呼び掛けた。 ヤハは答え，私を安全な*場所に連れていってくださった。  6 エホバは私の側にいてくださる。私は恐れない。 人が私に何を行えるだろう。

エホバの短縮形。
または，「広い」。


^ （ヨハ 10:29） 天の父が私に与えてくださった羊は，ほかの全てのものより大切であり，誰も父の手からそれを奪うことはできません。



^  （啓 20:1-3） 私がさらに見ていると，底知れぬ深みの鍵と大きな鎖を持った天使が天から下ってきた。 2 その天使は，あの初めの蛇である竜，悪魔サタンを捕らえて，1000年間動けないように縛った。 3 そして竜を底知れぬ深みに投げ込み，そこを閉じて封印し，1000年が終わるまで竜がもはや人々を惑わさないようにした。その後，竜はしばらくの間解放されることになる。



^  （啓 20:10） そして，人々を惑わしていた悪魔は火と硫黄の湖に投げ込まれた。そこにはすでに野獣と偽預言者もおり，彼らは永久に昼も夜も苦しめられる*。

または，「拘束される」。啓 14:11の脚注参照。


^  （ヨハ 10:29） 天の父が私に与えてくださった羊は，ほかの全てのものより大切であり，誰も父の手からそれを奪うことはできません。



^  （ヤコ 4:7） ですから，神に従ってください。悪魔に立ち向かってください。そうすれば，悪魔は逃げ去ります。



^ （コリ一 2:12） 私たちは，世の精神ではなく神の聖なる力を持つようになりました。そのおかげで，神が親切に与えてくださった事柄を知ることができます。



^ （ヨハ一 5:19） 私たちが知っている通り，私たちは神から出ていますが，全世界は邪悪な者*の支配下にあります。

サタンのこと。








2026年10月12-18日




129番の歌 決して負けない 最後まで



あなたもサタンに必ず勝てます



「私たちは戦っているからです。人間とではなく……天にいる邪悪な天使の勢力と戦っています」。エフェソス 6:12




ポイント

戦うべき相手を間違えないのは大切です。敵は兄弟姉妹ではなく，サタンと邪悪な天使たちです。




 1. 私たちの敵は誰ですか。（エフェソス 6:11，12）


あなたの答え



私たちは戦っています。文字通りの戦争ではなく，サタンと邪悪な天使たちとの戦いです。（エフェソス 6:11，12を読む。イザ 2:4。ヨハ 18:36）普通に戦っても勝ち目はありませんが，エホバのサポートがあれば必ず勝てます。でも，私たちとしても敵のやり口を知らないといけません。

 2. この記事ではどんなことを考えますか。


あなたの答え



2 前の記事ではサタンの常とう手段を考えました。エホバとイエスへの不信感を持たせようとすることです。この記事ではもう2つ考えていきます。会衆を中からかき乱し，みんなをばらばらにさせようとすること。そして，反対を利用して意気をくじき，エホバから任された仕事は到底できない，と思わせようとすることです。

会衆を中からかき乱す

 3. サタンは私たちにどうなってほしいと思っていますか。


あなたの答え



3 サタンは会衆の中で仲間割れを起こそうとしています。そうやって，本当の敵はサタンなのに，兄弟姉妹と戦わせようとしてきます。サタンは，会衆の温かい雰囲気を壊して，この世の中のような冷たい雰囲気にしようとしています。お互いを心から信じられない，うわべだけの関係です。サタンの狙いは，兄弟姉妹を嫌いにならせ，エホバの家族と距離を置かせることです。（ロマ 16:17）

 4. サウルがダビデを嫌いになったのはどうしてですか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



4 サウルは最初，ダビデのことが好きでした。強くてポテンシャルのある若者だったからです。（サム一 18:5）でも，ダビデが国民的大スターになっていくのを見て，穏やかではいられなくなります。ダビデへの嫉妬の気持ちがどんどん強くなり，ダビデを殺そうとしてしつこく追い掛け回します。（サム一 18:9-11）ダビデは，エホバから次の王に選ばれていました。（サム一 16:13）それでもしダビデが死ねば，エホバの計画は水の泡になります。サタンは，嫉妬にやられたサウルが何とかしてダビデを殺そうとしているのをニヤニヤしながら眺めていたはずです。



[image: サウルが，イスラエル人がダビデの勝利を歌とタンバリンで祝っているのを見て嫉妬している。ヨナタンはダビデのそばでうれしそうにしている。]

ヨナタンはダビデを全力でサポートした。でも，サウルは嫉妬にやられ，エホバが見えなくなってしまった。（4，6節を参照）







 5. サタンは私たちの嫉妬心を利用してきます。どうしてですか。（ヤコブ 3:14-16）


あなたの答え



5 会衆が一つにまとまっていると，エホバの後押しがあります。（詩 133:1）サタンはそのことをよく分かっているので，何とかして会衆をばらばらにしようとしてきます。そのために嫉妬心を利用して団結力を弱めさせようとします。誰かに嫉妬すると，その人を愛することはできません。（マル 12:30，31）「あの人がうらやましい。面白くない」。そういう気持ちを抱えながらエホバへの奉仕を頑張っても，無駄になってしまいます。そのことに注意するよう，弟子ヤコブは強く警告しています。（ヤコブ 3:14-16を読む。）

 6. ヨナタンから何を学べますか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



6 嫉妬心に負けず一致団結しているために欠かせないのは，謙虚にエホバの考えを受け入れることです。サウルの息子ヨナタンはまさにそうしました。ヨナタンはずっと年下のダビデにライバル心を燃やしてもおかしくありませんでした。でも，そうするどころか，「あなたはイスラエルの王になり……ます」と言って，全力でサポートしました。（サム一 23:16，17）エホバはダビデを王にしたいと思っていました。ヨナタンは謙虚に，そのエホバの考えに自分を合わせました。

 7. サタンは会衆をばらばらにしようとしてきます。負けないために何が大切ですか。（エフェソス 4:25-27）


あなたの答え



7 クリスチャン会衆はバラエティーに富んだ所です。みんな，育った環境，人種，性格が違います。意見も違えば感性も異なります。サタンはそういう違いを利用して，会衆をばらばらにしようとしてきます。「あの人と私は全然違うから友達にはなれない」と思わせようとします。どうすればそうならないで済むでしょうか。違いを楽しんで，兄弟姉妹みんなと仲良くなりましょう。ちょっとぎくしゃくしているなと思う時は，すぐに解決するようにしてください。（エフェソス 4:25-27を読む。コリ一 12:12）忘れないでください。兄弟姉妹は敵ではありません。一緒にサタンと戦っている心強い味方です。（ペテ一 5:8，9）

 8. 兄弟姉妹に傷つけられた時，どうしますか。


あなたの答え



8 でも，兄弟姉妹から傷つくようなことを言われたり，されたりすることがあるんじゃないでしょうか。そんな時思い出したいのは，完璧な人なんて誰もいないということです。兄弟姉妹と距離が近くなればなるほど，いろんなところが見えてくるものです。（伝 7:20）それで，誰かに傷つけられても，ぐっとこらえて水に流しましょう。（コロ 3:12-14）そうやって会衆のみんなが一つにまとまっているのを見て，エホバとイエスはニッコリと笑ってくれます。（ヨハ 17:20，21）

反対を使う

 9. サタンはどうやって私たちの意気をくじこうとしますか。


あなたの答え



9 サタンは私たちを外から攻撃して意気をくじこうとしてきます。使徒パウロは，クリスチャンはみんなそういう目に遭うと書きました。（テモ二 3:12）私たちにはもともと，正当な扱いを受けたいという気持ちがあります。それで迫害されて理不尽な目に遭うと，こんなのはおかしい，正されるべきだと考え，自己弁護に走りたくなるかもしれません。でもそういうことに気を取られてしまうと，良い知らせを伝える時間や体力や気力が奪われてしまいます。（ロマ 12:19-21）

10. イサクは理不尽な目に遭った時，どうしましたか。


あなたの答え



10 理不尽な目に遭った時どうしたらいいか，アブラハムの息子イサクから学べます。ある時，イサクはとても理不尽な目に遭います。自分たちが持っていた井戸をフィリスティア人にふさがれてしまいました。フィリスティア人は，お金があって，いい暮らしをしていたイサクをねたんでいたようです。（創 26:12-18）家族や家畜のためにも水はなくてはならないものなので，イサクは別の所に移動して井戸を掘ります。すると，またしてもフィリスティア人が「その水は自分たちのものだ」と言い掛かりを付けてきます。ひどい話です。イサクの召し使いたちとフィリスティア人たちは言い争うようになります。でもイサクはそれ以上問題が大きくならないように別の所に移動しました。とても冷静で大人な対応ではないでしょうか。エホバはそんなイサクを喜び，イサクの努力が報われるようにしました。（創 26:19-25）私たちも理不尽な目に遭う時，感情に流されないでイサクのように穏やかな対応をしたいものです。

11. イエスはひどい目に遭った時どうしましたか。


あなたの答え



11 イエスも，たくさんひどい目に遭いました。例えば，親族からは頭がおかしい人呼ばわりされました。（マル 3:21）宗教指導者たちからは，「誰の許可を得て伝道しているんだ」と何度も詰め寄られました。（ルカ 11:15，16）かわいがっていた弟子の1人に裏切られました。（マタ 26:14-16）最後には祭司長と政治家たちから死刑を言い渡されてしまいます。（マル 15:1，13-15）こんなにも理不尽な目に遭いましたが，イエスはくじけることなく，最後までエホバのために生き続けました。でもそれだけではありません。イエスはひどい目に遭っても，恨んだり，やり返したりはしませんでした。イエスが逮捕された時，ペテロはイエスを守ろうとして，祭司長の奴隷の耳を切り落としました。でもイエスはペテロを褒めるどころか叱り，奴隷の傷を癒やしてあげました。（ルカ 22:50，51）イエスの心には，やり返したいという気持ちなど1ミリもありませんでした。理不尽な目に遭った時に思い出したい素晴らしいお手本です。

12. マタイ 5章43，44節からすると，私たちは反対してくる人にどんな接し方をしますか。


あなたの答え



12 私たちも家族や他の人たちから反対されたり，ひどいことを言われたりされたりするかもしれません。そんな時，サタンは私たちがやる気を失って伝道をやめれば，こっちのもんだと思っています。思い出したいのはイエスの言葉です。イエスは敵を愛しなさい，と教えました。（マタイ 5:43，44を読む。）つまり反対してくる人たちを嫌いになったり，仕返ししたりしてはいけない，ということです。むしろそういう人たちに対しても，親切に敬意を込めて思いやり深く接したいと思います。（コリ一 13:4）

13. クリスチャンは反対されるとしても，政府に敬意を払うべきです。どうしてですか。（写真も参照。）


あなたの答え



13 政府がエホバの証人の活動を禁止したり，私たちの暮らしに影響するような政策を取ったりすることがあります。そうだとしても，クリスチャンは政府に敬意を払うべきです。エホバが命じているからです。（ロマ 13:1，2）サタンは全ての政策を直接コントロールするわけではありません。でも，私たちに政治についての意見や思想を持たせようとしてきます。（格 24:21，22，脚注。伝 8:2，3）そうやって私たちが世の中の人のようになっていくのを見て，サタンはうれしくてたまりません。（ヨハ 15:19）



[image: バイクに乗っている若い兄弟が，抗議活動の様子を見ている。その中の1人が，自分たちに加わるよう手招きしている。]

政治に関する世の中の風潮に流されないようにしましょう。（13節を参照）







14. エホバの証人だという理由で反対されることがあります。そんな時どんなことを覚えておくといいですか。


あなたの答え



14 私たちはみんな，「非難され，迫害され，悪意のあるうそをいろいろ言われる」ことがあります。（マタ 5:11）そんな時，覚えておきたいことがあります。激しく反対していた人がクリスチャンになったケースはたくさんある，ということです。（テモ一 1:12，13）それで，家族とか同僚とかクラスメートにばかにされたり，よく思われていなかったりするなら，その人たちのために祈りましょう。エホバに，「あなたのことを好きになってもらいたいんです。そのためにどんなことができるか教えてください」と祈れます。また，政府関係者が私たちの信条を尊重してくれるよう祈ることもできます。（テモ一 2:1，2）他にも大切なことがあります。長年夫に反対していたものの，今ではクリスチャンになったある姉妹はこう言っています。「人の心を動かすために大事なのは，じっくり向き合う姿勢です。急いだり焦ったりしても何にもなりません」。それで，諦めないようにしましょう。

15. 理不尽な目に遭う時どうすることが大切ですか。


あなたの答え



15 理不尽な目に遭うと，何とかして正さないと，という気持ちに駆られるものです。でも，私たちにできることには限界があります。（伝 1:15）エホバは，つらい思いをしていることを分かっていてくれて，将来必ず解決してくれます。（詩 37:18）サタンとサタンの手下のせいで起きている悪いことを全部終わらせてくれます。（ヨハ一 3:8。啓 21:5）その時が来るまで，本当にやるべきことに力を注ぎたいと思います。目の前にいる人を大切にし，エホバと友達になれるよう根気強く助けていきましょう。

絶対に勝てる

16. サタンと邪悪な天使との戦いに勝つには何が欠かせませんか。（写真も参照。）


あなたの答え



16 聖書によると，私たちはサタンと邪悪な天使との戦いに必ず勝てます。（ヤコ 4:7。ヨハ一 5:4，5）そのために大切なのは信仰です。（エフェ 6:16）それで，これからも最高の友達エホバとイエスを心から信じて付いていきましょう。会衆の兄弟姉妹と仲良くして，友情を深めましょう。そういう仲間たちは，エホバとイエスが愛している人たちだからです。みんなで一丸となって敵に立ち向かっていきましょう。



[image: 互いに愛し合い，一つにまとまっている兄弟姉妹の様子。1. 年齢も人種も違う2人の兄弟が王国会館で楽しそうに話している。2. 若い兄弟が建設現場で，年上の兄弟に指示を出している。3. 伝道の時，車の中で年代と人種が違う4人の姉妹たちがおしゃべりを楽しんでいる。]

サタンと邪悪な天使に勝つ秘訣は，兄弟姉妹と仲良くなり，一致団結していること。（16節を参照）







17. これからもどうしていきたいですか。


あなたの答え



17 サタンは会衆を中からかき乱し，外から攻撃してきます。サタンとの戦いに絶対に負けたくはありません。私たちにはエホバとイエスがいます。私たちが2人の手を離さない限り，2人も離すことはありません。兄弟姉妹もいます。みんな敵ではなく，一緒にサタンと戦っている心強い味方です。イエスが言っている通り，反対してくる人に対しても穏やかに敬意を込めて接しましょう。（ルカ 6:27，28）サタンの攻撃がどんなに強くなっても，私たちが負けることは絶対にありません。必ず勝てます。



振り返ってみましょう


	  サタンはどうやって会衆をばらばらにしようとしてきますか。


あなたの答え
 




	  サタンは伝道する気をなくさせるためにどんなことをしてきますか。


あなたの答え
 




	  私たちはサタンに必ず勝てます。どうしてそう言えますか。


あなたの答え
 











149番の歌 勝利の歌





^ （エフェ 6:12） 私たちは戦っているからです。人間とではなく，政府や権威，この闇の世の支配者たち，天にいる邪悪な天使の勢力と戦っています。



^ （エフェ 6:11， 12） 悪魔の策略にしっかり立ち向かえるように，神からの武具を全て身に着けましょう。 12 私たちは戦っているからです。人間とではなく，政府や権威，この闇の世の支配者たち，天にいる邪悪な天使の勢力と戦っています。



^  （エフェ 6:11， 12） 悪魔の策略にしっかり立ち向かえるように，神からの武具を全て身に着けましょう。 12 私たちは戦っているからです。人間とではなく，政府や権威，この闇の世の支配者たち，天にいる邪悪な天使の勢力と戦っています。



^  （イザ 2:4） 神は国々の中で裁きを下し， 多くの人々を正しい方向に導く*。 彼らは剣をすきに， やりを鎌に作り替える。 国は国に向かって剣を振り上げず， 彼らはもはや戦いを学ばない。

または，「人々に関して物事を正す」。


^  （ヨハ 18:36） イエスは答えた。「私の王国はこの世界のものではありません。もしそうだったなら，私に付き従う者たちは，私をユダヤ人たちに渡さないように戦ったでしょう。しかし実際は，私の王国はこの世界からのものではありません」。



^  （ロマ 16:17） 兄弟たち，皆さんに勧めます。分裂を引き起こし，過ちのもと*となる人たちに気を付けてください。皆さんの学んだ教えに逆らう人たちを避けるのです。

または，「信仰の妨げ」。


^  （サム一 18:5） ダビデは戦いに出ていくようになり，サウルに遣わされて行った先々で功績を上げた*。それでサウルはダビデに戦士たちをまとめさせた。民の皆もサウルの家来たちもそのことを喜んだ。

または，「賢く行動した」。


^  （サム一 18:9-11） その日以降，サウルは絶えずダビデを疑うような目で見た。 10 翌日，神はサウルが陰鬱な気持ちになるままにしたので，サウルは家の中で異常な*行動を取りだした。ダビデはいつものようにたて琴を奏でていた。やりを手にしていたサウルは， 11 「ダビデを壁に突き刺してやる」と思い，それを投げ付けた。ダビデは2度，身をかわした。

または，「預言者のような」。


^  （サム一 16:13） サムエルは油が入った角を取り，兄たちの前で彼に油を注いだ。その日からダビデはエホバの聖なる力を受けるようになった。その後サムエルは立ってラマに向かった。



^ （ヤコ 3:14-16） 心の中に強い嫉妬や対抗心*がある人は，自慢してはなりません。うそを言って真理に逆らってはならないのです。 15 そのような人の知恵は，天から来るものではなく，地上のもの，動物的なもの，悪魔的なものです。 16 嫉妬や対抗心*があるところには，無秩序やあらゆる不快なものがあるからです。

もしかすると，「利己的な野心」。
もしかすると，「利己的な野心」。


^  （詩 133:1） 兄弟たちが一致して共に住むのは， 何と素晴らしいことだろう。 何と心地よいことだろう。



^  （マル 12:30， 31） あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 31 第二はこうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。これらより重要なおきてはほかにありません」。



^  （ヤコ 3:14-16） 心の中に強い嫉妬や対抗心*がある人は，自慢してはなりません。うそを言って真理に逆らってはならないのです。 15 そのような人の知恵は，天から来るものではなく，地上のもの，動物的なもの，悪魔的なものです。 16 嫉妬や対抗心*があるところには，無秩序やあらゆる不快なものがあるからです。

もしかすると，「利己的な野心」。
もしかすると，「利己的な野心」。


^  （サム一 23:16， 17） サウルの子ヨナタンはホレシャのダビデの所に出掛けていき，エホバへの信頼を強めるよう助けた*。 17 ヨナタンは言った。「恐れることはありません。私の父サウルがあなたを見つけることはありません。あなたはイスラエルの王になり，私はあなたの次の地位に就きます。父サウルもそうなることを知っているのです」。

直訳，「エホバに関して彼の手を強くした」。


^ （エフェ 4:25-27） 皆さんは偽りを捨て去ったのですから，隣人に真実を語りましょう。私たちは皆で1つの体を構成しているのです。 26 腹が立っても，罪を犯してはなりません。怒ったまま日が沈むことがないようにしましょう。 27 悪魔に隙を与えてはなりません。



^  （エフェ 4:25-27） 皆さんは偽りを捨て去ったのですから，隣人に真実を語りましょう。私たちは皆で1つの体を構成しているのです。 26 腹が立っても，罪を犯してはなりません。怒ったまま日が沈むことがないようにしましょう。 27 悪魔に隙を与えてはなりません。



^  （コリ一 12:12） 体は1つでも，多くの器官で構成されています。また，体の器官は多くても，全てが1つの体を構成しています。キリストも同様です。



^  （ペテ一 5:8， 9） 頭がさえた状態*を保ち，油断なく見張ってください。敵である悪魔が，ほえるライオンのように歩き回って，誰かをむさぼり食おうとして*います。 9 揺るぎない信仰を持ち，悪魔に立ち向かってください。ご存じの通り，世界中にいる，信仰で結ばれた兄弟たちが，同じような苦しみを経験しています。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。
または，「むさぼり食おうと探して」。


^  （伝 7:20） 常に善を行って罪を犯さない正しい人は，地上に一人もいない。



^  （コロ 3:12-14） それで，皆さんは神に選ばれ，神に愛される聖なる人たちですから，温かい思いやり，親切，謙遜さ，温和，辛抱強さを身に着けましょう。 13 引き続き互いに我慢し，寛大に許し合いましょう。たとえ誰かに不満を感じるとしてもです。エホバが寛大に許してくださったのですから，同じようにしなければなりません。 14 これら全てに加えて，愛を身に着けましょう。愛は完全な絆なのです。



^  （ヨハ 17:20， 21） 私は，この人たちだけでなく，彼らの言葉によって私に信仰を持つ人々についてもお願いします。 21 それは，父よ，あなたと私が結び付いているように，彼ら全員が一つになるためです。また，彼らも私たちと結び付いているようにしてください。あなたが私を遣わされたことを世の人々が信じるためです。



^  （テモ二 3:12） 神への専心を貫き，キリスト･イエスに従って生きようとする人は皆，同じように迫害を受けます。



^  （ロマ 12:19-21） 愛する皆さん，復讐してはなりません。神の憤りに任せましょう。「『復讐は私がすることであり，私が報復する』とエホバは言う」と書いてあるからです。 20 「敵が飢えているなら，食べさせましょう。喉が渇いているなら，飲む物を与えましょう。そうすれば，燃える炭をその人の頭の上に積むことになるのです」。 21 悪に征服されてはなりません。善によって悪を征服し続けましょう。



^  （創 26:12-18） イサクはその土地で種をまいた。その年の収穫は，まいた物の百倍にもなった。エホバが祝福したからだった。 13 イサクは裕福になり，その後も成功していき，非常に裕福になった。 14 幾つもの羊の群れと牛の群れを持ち，大勢の召し使いを抱えるようになったのである。それでフィリスティア人は彼をねたむようになった。 15 フィリスティア人は，父アブラハムの時代に召し使いたちが掘った井戸全てに土を詰め，ふさいだ。 16 アビメレクはイサクに言った。「あなたは私たちよりはるかに強くなりました。私たちの所から出ていってください」。 17 それでイサクはそこから移動し，ゲラルの谷*に宿営を張って住んだ。 18 イサクは，父アブラハムの時代に掘られ，アブラハムの死後フィリスティア人にふさがれた井戸を掘り直した。そして，それぞれの井戸を，父が付けた名前で呼んだ。

または，「ワジ」。


^  （創 26:19-25） イサクの召し使いたちが谷*で井戸を掘ると，きれいな水が出てきた。 20 するとゲラルの羊飼いたちが，「その水はわれわれのものだ」と言って，イサクの羊飼いたちと言い争いを始めた。その井戸はエセク*と名付けられた。言い争いがあったからだった。 21 別の井戸を掘ると，それを巡ってまたも言い争いが起きた。その井戸はシトナ*と名付けられた。 22 その後イサクはそこから移動して別の井戸を掘った。今度は言い争いが起きなかった。その井戸はレホボト*と名付けられた。イサクが言うには，「エホバが広い場所を与え，ここで子孫を増やせるようにしてくださったから」だった。 23 やがてイサクはそこからベエル･シェバに行った。 24 その夜，エホバがイサクに現れて，こう言った。「私はあなたの父アブラハムの神である。恐れてはいけない。私はあなたと共にいるからだ。私に仕えたアブラハムのゆえに，あなたを祝福し，あなたの子孫を多くする」。 25 それでイサクはそこに祭壇を作ってエホバの名を呼んだ*。イサクはそこに天幕を張り，召し使いたちは井戸を掘った。

または，「ワジ」。
意味，「争い」。
意味，「訴え」。
意味，「広い場所」。
または，「賛美した」。


^  （マル 3:21） イエスの親族はそのことを聞き，イエスを捕まえに行った。「彼は頭がおかしくなってしまった」と言っていた。



^  （ルカ 11:15， 16） しかし，何人かが言った。「彼は邪悪な天使の支配者ベエルゼブブの力で，邪悪な天使を追い出しているのだ」。 16 ほかの人たちは，イエスを試そうとして，天からのしるしを求め始めた。



^  （マタ 26:14-16） その時，12人の1人でユダ･イスカリオテという人が，祭司長たちの所に行き， 15 こう言った。「イエスを裏切って渡したら，何をくれますか」。祭司長たちは銀30枚を与えることにした。 16 それ以降，ユダは裏切る良い機会をうかがい続けた。



^  （マル 15:1） 明け方になるとすぐ，祭司長と長老と律法学者たちが，すなわち，サンヘドリン全体が協議をした。そして，イエスを縛って引いていき，ピラトに引き渡した。



^  （マル 15:13-15） 群衆はもう一度叫んだ。「杭に掛けろ*！」 14 しかしピラトは言った。「この人がどんな悪事をしたというのか」。それでも群衆は，「杭に掛けろ*！」とますます激しく叫んだ。 15 そこでピラトは，群衆を満足させようと思ってバラバを釈放し，イエスをむちで打たせてから，杭に掛けて処刑するために引き渡した。

または，「杭に掛けて処刑しろ」。
または，「杭に掛けて処刑しろ」。


^  （ルカ 22:50， 51） そして，1人が大祭司の奴隷に襲い掛かって右耳を切り落とした。 51 しかしイエスは，「やめなさい」と言った。それから，奴隷の耳に触れて癒やした。



^ （マタ 5:43， 44） あなたたちは，こう命じられたのを知っています。『隣人を愛し，敵を憎まなければならない』。 44 しかし私は言います。敵を愛し続け，迫害する人のために祈り続けなさい。



^  （マタ 5:43， 44） あなたたちは，こう命じられたのを知っています。『隣人を愛し，敵を憎まなければならない』。 44 しかし私は言います。敵を愛し続け，迫害する人のために祈り続けなさい。



^  （コリ一 13:4） 愛は辛抱強く，親切です。愛は嫉妬しません。愛は自慢せず，思い上がらず，



^  （ロマ 13:1， 2） 全ての人は上位の権威に従わなければなりません。神によらない権威はないからです。存在する権威は神によって相対的な地位に据えられています。 2 ですから，権威に反抗する人は，神の取り決めに逆らっていることになります。逆らう人は断罪されます。



^  （格 24:21， 22） わが子よ，エホバと王を畏れよ。 反対者たち*と交友を持つな。 22 彼らの災難は突然に起きる。 両者*が彼らにどんな破滅をもたらすか，誰が分かるだろうか。

または，「変化を求める人たち」。
エホバと王のこと。


^  （伝 8:2， 3） 私は言う。「王の命令を守りなさい。あなたは神に誓いを立てた。 3 王の前から不意に立ち去ろうとしてはならない。悪に関わってはならない。王は自分の望み通りに物事を行う。



^  （ヨハ 15:19） あなたたちが世の人々のようだったら，世から好まれることでしょう。ところが，あなたたちは，私が世から選び出し，世の人々のようではないので，世から憎まれます。



^  （マタ 5:11） 私のために非難*され，迫害され，悪意のあるうそをいろいろ言われるとき，あなたたちは幸福です。

または，「侮辱」。


^  （テモ一 1:12， 13） 私は，力を授けてくださった主であるキリスト･イエスに感謝しています。私を忠実な者と見なし，奉仕する務めを与えてくださったからです。 13 以前は神を冒瀆し，神の民を迫害し，横柄だった私が，憐れみを示されました。当時は信仰がなく，よく知らずに行動していたからです。



^  （テモ一 2:1， 2） 私はまず次のことを勧めます。あらゆる人について，祈願や，嘆願の祈りや，感謝の祈りを捧げることです。 2 王や高い地位にいる人たちについてもです。そうすれば，私たちは神への専心を貫き，常に誠実に，平和で穏やかな生活をしていけるでしょう。



^  （伝 1:15） 曲がっているものは真っすぐにできない。 ないものは数えることができない。



^  （詩 37:18） エホバは，非難されるところがない人の歩みを知っている。 彼らの財産は永遠に失われない。



^  （ヨハ一 3:8） 罪を犯し続ける人は悪魔から出ています。悪魔は初めから罪を犯してきたからです。神の子が現れたのは，悪魔の行いを終わらせる*ためです。

または，「滅ぼす」。


^  （啓 21:5） そして，王座に座っている方が，「見なさい！ 私は全てのものを新しくしている」と言い，さらにこう言った。「書きなさい。これらの言葉は信頼でき*，真実である」。

または，「確かで」。


^  （ヤコ 4:7） ですから，神に従ってください。悪魔に立ち向かってください。そうすれば，悪魔は逃げ去ります。



^  （ヨハ一 5:4， 5） 神から生まれた人は皆，世を征服するからです。そして，世に対する勝利をもたらすのは，私たちの信仰です。 5 世を征服できるのは誰でしょうか。イエスは神の子であるという信仰を持つ人ではありませんか。



^  （エフェ 6:16） 加えて，信仰の大盾を持ってください。それによって邪悪な者の火矢を全て消すことができます。



^  （ルカ 6:27， 28） しかし，聞いているあなたたちに言います。敵を愛し，あなたたちを憎む人に善を行い続けなさい。 28 あなたたちへの災いを願う人のために祝福を求め，侮辱する人のために祈り続けなさい。









2026年10月19-25日




106番の歌 愛を育む



愛に基づいたお願い



「そうはせずに愛に基づいてお願いしたいと思います」。フィレモン 9




ポイント

会衆を居心地のいい場所にするために何ができるか，パウロ，フィレモン，オネシモから学べます。




 1. クリスチャンみんなが意識しないといけないことがあります。何ですか。


あなたの答え



クリスチャン会衆では何とも言えない安心感を味わえます。仲間との友情，温かい雰囲気，そういうものはエホバがくれた素敵なプレゼントです。新しい世界では，どこに行ってもそういう雰囲気を楽しめます。（イザ 32:17，18）でも今は，私たち一人一人が努力しないと温かい雰囲気を守ることはできません。（ロマ 12:18）じゃあ，どんなことを意識できるでしょうか。誰かを傷つけてしまった時，あるいは傷つけられた時，どうしたらいいでしょうか。ヒントは，パウロが温かい気持ちを込めて書いた手紙に隠されています。登場人物はパウロ，フィレモン，オネシモです。

パウロがお願いしたこと

 2. フィレモンへの手紙はどんないきさつで書かれましたか。（フィレモン 8，9，17）


あなたの答え



2 フィレモン 8，9，17を読む。コロサイ会衆に，愛情深く信仰が強いフィレモンという兄弟がいました。フィレモンには，クリスチャンではないオネシモという奴隷がいました。ある時，突然オネシモが逃げ出してローマに行ってしまいます。もしかすると，この時お金まで盗んでいったのかもしれません。（フィレ 18）その後，オネシモはローマであのパウロと知り合い，クリスチャンになりました。（コロ 4:9）でもローマの法律によると，オネシモは主人のフィレモンの所に帰らないといけませんでした。それでパウロはオネシモを送り返すことにし，フィレモンに手紙を書きます。オネシモのことを温かく迎えてほしいとお願いしています。イエスと仲間のことを心から愛しているフィレモンなら，そうしてくれるという気持ちがこもっています。（フィレ 12，13）

 3. オネシモを送り返すにあたり，パウロには気掛かりなことがありました。どんなことですか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



3 逃げ出したオネシモは，法律的に見れば厳しく罰せられて当然でした。では，フィレモンはオネシモをどう扱うでしょうか。当時，コロサイ会衆には主人の人もいれば奴隷の人もいました。そういう人たちはこの件をどう見ているでしょうか。パウロは，このまま放っておくと会衆がばらばらになりかねないと分かっていました。それでフィレモンと，さらにコロサイ会衆全体に宛てて手紙を書き，テキコに託して届けてもらいました。（エフェ 6:21，22。コロ 4:7-9。コロサイ 4:7の注釈を参照。）この2通の手紙を調べると，パウロ，オネシモ，フィレモンそれぞれから学べることが浮かび上がってきます。では考えていきましょう。



[image: ]

フィレモンがパウロからの手紙を読んでいる。何人かの人がその様子を見ている。オネシモとテキコもいる（3節を参照）







パウロから学べること

4-5. 長老たちは会衆の雰囲気を良くするためにどんなことができますか。


あなたの答え



4 パウロは会衆を温かい場所にしたいと願い，頑張ってきました。パウロの人への接し方について考えると，私たちも会衆の兄弟姉妹にどう接していくといいかが見えてきます。

5 パウロはフィレモンを友として信じていた。（フィレ 17）パウロは上から目線になるのではなく，友としてフィレモンに温かいメッセージを送りました。（コリ二 1:24）手紙を受け取ったフィレモンはこんなふうに感じたかもしれません。「パウロは友達のように接してくれてる。じゃあ，クリスチャンになったオネシモに，自分はどう接するべきなんだろう」。パウロの接し方はフィレモンにとって良い手本になりました。私たち一人一人にとっても，特に長老たちにとって役立ちます。長老たちは兄弟姉妹に対して「威張ったり」はせずに，一緒に時間を過ごし，話をよく聞いて，助けが必要な時にはそばにいて支えます。（ペテ一 5:1-3）そうやって長老と兄弟姉妹との間に温かい友情が育まれると，会衆はより良い雰囲気になっていきます。

 6. 仲間に褒め言葉を伝えるのはどうして大切ですか。


あなたの答え



6 パウロはフィレモンを褒めた。（フィレ 4，5，7）私たちには褒め言葉が必要です。みんな自信をなくすことがあるからです。「自分は会衆の人たちからどう思われてるんだろう」とか「この奉仕大好きだけど，続けられるのかな」と感じてしまうかもしれません。そのように感じるのは自然なことです。でも，そういった気持ちをそのままにしてしまうと，不安になって気にし過ぎてしまい，殻に閉じこもってしまいたくなります。他の人と比較してうらやましくなり，嫉妬してしまうかもしれません。そういった気持ちがあると，会衆の仲間と仲良くなるのが難しくなります。でも，褒め言葉を掛けてもらうと，ネガティブな気持ちに負けないでいられます。（格 12:25）「自分はみんなにとって大切な存在なんだ。愛してもらえてるんだ」と感じられるからです。会衆のみんなにもそう感じてもらいたいですよね。ぜひ，心からの褒め言葉を伝えましょう。その人のできているところだけを褒めるのではなく，頑張っているところも褒めましょう。心の中でいいなと思ったなら，それを言葉にして伝えましょう。

 7. 話す前によく考えるべきなのはなぜですか。（フィレモン 10-12）


あなたの答え



7 パウロはオネシモのいいところを手紙に書いた。（フィレモン 10-12を読む。）パウロは，「オネシモは変わった。あなたの役に立つはずだ」と手紙の中で書いています。それを聞いたフィレモンは，オネシモへのいいイメージを持つことができ，それが接し方にも表れたはずです。ここから分かるのは，私たちが誰かのことをよく言うと，みんなもその人のことをよく思えるようになるということです。でも，逆もまたしかりです。では，どうすれば誰かについてポジティブなことを話せるでしょうか。大事なのは，まずその人のいいところを考えることです。どうすればそうできるか，パウロから学べます。

 8. どうしたら自然に仲間を褒められますか。（写真と挿絵も参照。）


あなたの答え



8 パウロはいつも，フィレモンのいいところに注目していました。そして，そんな素敵なところがたくさんある仲間を与えてくれたことをエホバに何度も感謝しています。（フィレ 4，5）パウロはほかの人たちに対しても同じようにしました。（コリ一 1:4-7。フィリ 1:3-5。コロ 1:3，4。テサ一 1:2，3）もちろん，兄弟姉妹の欠点が何も気にならなかったわけではありません。でもいつもみんなのいいところに注目し，それをエホバに感謝することを意識していました。私たちも兄弟姉妹を褒めるのが難しいと感じることがあります。そんな時はパウロに見習いましょう。意識的に仲間のいいところを見るようにし，いつも「兄弟姉妹を支えてください」とエホバに祈りましょう。そうすれば，褒め言葉は自然に出てきます。



[image: 1. 手錠をかけられたパウロが手紙を書いている。2. 王国会館で年長の兄弟が，若い兄弟をみんなの前で褒めている。]

パウロのように，仲間のいいところを見て褒めましょう。（8節を参照）







 9. パウロはフィレモンに温かい手紙を送りました。それがすごいことだと言えるのはどうしてですか。


あなたの答え



9 パウロは大変な思いをしている時も，フィレモンに親切にした。どっと疲れがたまって，ストレスで頭がいっぱいになることがあります。そういう時，ついイライラして，兄弟姉妹に強く当たってしまうかもしれません。パウロはフィレモンに手紙を書いた時，大変な思いをしていました。数年前に，暴力を振るわれ拘留されました。エルサレムやカエサレアで拘禁されました。その後ローマに移送されますが，途中，船の事故で死にかけてしまいます。そして今も「捕らわれて」います。（フィレ 1）本当にストレスがかかる状況ですよね。では，パウロはフィレモンに冷たくひどい言葉をぶつけてしまったでしょうか。そうはしませんでした。むしろ敬意を込めて愛情たっぷりのメッセージを送りました。私たちもストレスで頭がいっぱいになる時，パウロに見習いたいと思います。どんな時も親切に敬意を込めて兄弟姉妹に接することを心掛けましょう。そうやって温かい雰囲気をつくり出せると，自分の問題ばかり考えなくて済みます。

オネシモから学べること

10. オネシモからどんなことが分かりますか。


あなたの答え



10 私たちは時に人を傷つけてしまうことがあります。そんな時，また仲良くなるためにどんなことができるでしょうか。オネシモから学べます。オネシモは自分の罪を認め，和解するためにできることは何でもしました。オネシモはローマの法律からすれば，主人フィレモンの元に戻らなければいけません。そう決心するのは簡単なことではありません。フィレモンの所に戻るには1400キロも旅をしないといけませんでした。お金がたくさんかかり，くたくたになる旅だったでしょう。そして戻るということは，再び奴隷になって自由を手放すということです。もしかすると罰を受けることになるかもしれません。相当覚悟が必要だったでしょうね。オネシモは自分が逃げたのは間違いじゃなかったと思っていたでしょうか。そう思っていたとしても，戻ることをやめませんでした。フィレモンとの良い関係を取り戻すために旅に出掛けました。

11. 仲直りするために大切なことは何ですか。（写真と挿絵も参照。）


あなたの答え



11 誰かを傷つけてしまった時，仲直りするためにできることをしましょう。（マタ 5:23-25）大変かもしれませんが，そうしてよかったと思えるはずです。では，相手と話す時，どんなことを意識できるでしょうか。まず，心から「ごめんなさい」と言いましょう。相手の話をよく聞いて，気持ちを受け止めます。自分のやったことを正当化するのではなく，間違っていたことを認めましょう。相手のことを悪く言ったり批判したりしたくはありません。もしそうしてしまうと，せっかく謝った意味がなくなり，仲直りどころではなくなってしまいます。それでプライドを捨てて，謙虚な気持ちで謝りましょう。それが仲直りするための一番の近道です。（ロマ 14:19）



[image: 1. オネシモ。2. 2人の兄弟が公園のベンチに座っている。1人が傷つけてしまったことを心から謝っている。]

オネシモのように，プライドを捨てて自分にできることをしましょう。（11節を参照）







フィレモンから学べること

12. パウロはフィレモンならオネシモのことを許してくれると信じていました。どうしてですか。


あなたの答え



12 誰かから傷つけられた時，また仲良くなるにはどうしたらいいんでしょうか。フィレモンから学べます。フィレモンがオネシモを心から許し，優しく迎え入れたかどうかは聖書には書かれていません。でもパウロはフィレモンならそうしてくれると信じていました。（フィレ 17，21）フィレモンの人柄をよく知っていたからです。では，どんな魅力的なところがあったのか，調べていきましょう。

13. みんなと仲良くするのに，愛が一番大切なのはどうしてですか。（コロサイ 3:14）


あなたの答え



13 フィレモンは仲間を愛していた。（フィレ 5）フィレモンの名前には「愛のある」という意味があります。実際，その名前の通りの人でした。フィレモンといえば愛，という感じだったんでしょうね。使徒パウロは，フィレモンのいるコロサイ会衆に宛てた手紙の中で，愛のことを「完全な絆」と表現しました。（コロサイ 3:14を読む。）つまり，会衆のみんなと仲良く一つにまとまっているのに一番大切なのは愛だということです。そういう愛があったフィレモンなら，オネシモのことを許してくれる，とパウロは思ったのでしょう。私たちも兄弟姉妹のことが好きになればなるほど，優しくしたい，と思うようになります。そして許しやすくなります。（コリ一 13:4-7）フィレモンの愛についてもう少し深掘りしてみましょう。

14. フィレモンがよくもてなす人だったことは，どんなことから分かりますか。


あなたの答え



14 フィレモンが愛情深い人になれたのは，いつも人をもてなしていたからです。フィレモンは自分の家を集会の場所として使えるようにしました。（フィレ 2）また，パウロがフィレモンの家に泊めてほしいと頼んだことからも，普段からよくもてなす人だったことが分かります。（フィレ 22）そんなフィレモンと過ごす時間は，居心地のいい爽やかなものだったでしょう。（フィレ 7）

15. 人をよくもてなすと，愛が深まるのはどうしてですか。（写真と挿絵も参照。）


あなたの答え



15 フィレモンのようによくもてなすと，愛がもっと深まるのはどうしてでしょうか。もてなすことで，相手のことをもっとよく知れるようになるからです。普段あまり接することのない兄弟姉妹が近くにいるかもしれません。「あの人とは気が合わない」と感じることがありますか。ぜひ，そういう仲間をもてなしてみましょう。その人のバックグラウンド，エホバを知ったいきさつ，どんな問題にぶつかりそれをどう乗り越えてきたのか，聞くことができます。「あの人にはこんな魅力的な一面があったんだ。こういうところをエホバは愛してるんだろうな」と思えるようになります。（ヨハ 6:44）一人一人のことを尊敬できるようになり，違いを楽しめるようになります。そうやって仲間のことをもてなして愛が深まると，純粋な気持ちで頑張っていることを信じられるようになります。そして，傷つけられるようなことがあっても，気持ちよく許せるようになります。



[image: 1. フィレモンがパウロからの手紙を持っている。2. 前の画像に出てきた2人の兄弟が，食事会で楽しそうにおしゃべりしている。ほかの兄弟たちも周りにいる。]

フィレモンのように，仲間をもてなして会衆の絆を強くしましょう。（15節を参照）







16. フィレモンはコロサイ 3章13節の言葉を聞いて，どんなことを考えさせられたかもしれませんか。


あなたの答え



16 とはいえ，許すのってなかなか難しいですよね。兄弟姉妹のことを大切に思っていても簡単ではありません。パウロがコロサイ 3章13節で書いていることを考えてみましょう。（読む。）フィレモンは自宅で開かれていた集会でこの手紙が読まれた時，どう感じたんでしょうか。もし仮にオネシモに対してモヤモヤした気持ちを持ち続けていたとしたら，何をすればいいかはっきり分かったはずです。オネシモのことを心から許して，仲良くやっていこうと思えたに違いありません。この言葉を私たちはどう受け止めたらいいでしょうか。

17. 「引き続き互いに我慢」するために何ができますか。


あなたの答え



17 「引き続き互いに我慢」するとはどういうことでしょうか。誰かにイラッとするような時も，ぐっとこらえて親切にするということです。パウロは同じ節で，エホバの素晴らしいスタンスも取り上げています。エホバはとてもバランスが取れていて，私たちに無理なことを求めたりはしません。私たちの至らなさ，弱さ，そういうものをよく分かった上で，いいところを見てくれています。（詩 103:13，14; 130:3）それで私たちに親切にし，見限ったりせずいつも気持ちよく許してくれます。（哀 3:22，23）それで私たちも兄弟姉妹のことを，エホバのレンズを通して見るようにしましょう。そうすると，それぞれに素敵なところ，尊敬できるところがたくさんあることが見えてきて，相手がいとおしく思えるようになります。例えで考えてみましょう。時期が来ると見事な花を咲かせる植物があります。花がどれほどきれいかを忘れないでいれば，花が咲いていない時期にも植物をちゃんと世話しようという気持ちになれます。これは人間関係でも同じです。兄弟姉妹の魅力をいつも忘れないでいれば，ちょっと気に障るようなことをされても，おおらかに対応しやすくなります。それが「互いに我慢」するということです。

18. これからもどうしていきたいと思いますか。


あなたの答え



18 私たちがみんなと仲良くするために一生懸命頑張っている姿を見て，エホバは心から感謝してくれています。いい雰囲気をつくるために，自分にできることがないか毎日探すようにしましょう。話し方にも気を配り，兄弟姉妹に親切な接し方をしましょう。誰かを傷つけてしまったら，すぐに「ごめんなさい」と言いましょう。みんなのことを好きになればなるほど，イラッとしてもスカッと許しやすくなります。そうやって一人一人が努力するなら，会衆は居心地のいい場所になっていきます。そして，そういう雰囲気は，私たちが楽しみにしている新しい世界の予告編です。将来，私たちは「地上に住み続け，豊かな平和をこの上なく喜ぶ」ことができます。（詩 37:11）



次の人たちにどんなふうに見習いたいですか


	  パウロ


あなたの答え
 




	  オネシモ


あなたの答え
 




	  フィレモン


あなたの答え
 











154番の歌 愛は決して絶えない





^ （フィレ 9） そうはせずに愛に基づいてお願いしたいと思います。年を取り，今はキリスト･イエスのために捕らわれている私パウロが，



^  （イザ 32:17， 18） 真の正しさは平和をもたらし， 絶えることのない平穏と安心を生み出す。 18 私の民は，平和な住まいに， 安全な家に，心休まる平穏な場所に住む。



^  （ロマ 12:18） できる限りのことをして，どんな人とも平和な関係でいるようにしましょう。



^ （フィレ 8， 9） それで，私はキリストの名によって少しも気後れすることなく，あなたが行うべき事柄を命じることもできますが， 9 そうはせずに愛に基づいてお願いしたいと思います。年を取り，今はキリスト･イエスのために捕らわれている私パウロが，



^ （フィレ 17） それで，私を友と思ってくれているのでしたら，私を迎えるのと同じようにオネシモを優しく迎えてあげてください。



^  （フィレ 8， 9） それで，私はキリストの名によって少しも気後れすることなく，あなたが行うべき事柄を命じることもできますが， 9 そうはせずに愛に基づいてお願いしたいと思います。年を取り，今はキリスト･イエスのために捕らわれている私パウロが，



^  （フィレ 17） それで，私を友と思ってくれているのでしたら，私を迎えるのと同じようにオネシモを優しく迎えてあげてください。



^  （フィレ 18） また，もし彼があなたに損害を与えたか負債があるなら，それを私への貸しと見なしてください。



^  （コロ 4:9） 皆さんの所から来た，私の愛する忠実な兄弟オネシモも，テキコと一緒に行きます。2人はこちらで起きていることを皆さんに詳しく知らせます。



^  （フィレ 12， 13） 私は心から愛するオネシモを，あなたのもとに送り返します。 13 本当は，彼にここにいてもらって，私が良い知らせのために拘禁されている間，あなたの代わりに私に仕えてほしいと思います。



^  （エフェ 6:21， 22） 私のことや私がどうしているかについて，私の愛する兄弟テキコが皆さんに知らせます。テキコは主に従う忠実な奉仕者です。 22 私がテキコを遣わすことによって，皆さんは私たちがどうしているかを知り，心を慰めてもらえるでしょう。



^  （コロ 4:7-9） 私がどうしているかについては，愛する兄弟テキコが皆さんに詳しく知らせます。テキコは主に従う忠実な奉仕者であり，共に主に仕える奴隷です。 8 彼をそちらに遣わしますので，皆さんは私たちの様子を知ることができますし，心が慰められるでしょう。 9 皆さんの所から来た，私の愛する忠実な兄弟オネシモも，テキコと一緒に行きます。2人はこちらで起きていることを皆さんに詳しく知らせます。



^  （コロ 4:7） 私がどうしているかについては，愛する兄弟テキコが皆さんに詳しく知らせます。テキコは主に従う忠実な奉仕者であり，共に主に仕える奴隷です。



^  （フィレ 17） それで，私を友と思ってくれているのでしたら，私を迎えるのと同じようにオネシモを優しく迎えてあげてください。



^  （コリ二 1:24） 私たちは皆さんの信仰の主人ではありません。皆さんの喜びのために働く仲間です。皆さんは自分の信仰で立っているからです。



^  （ペテ一 5:1-3） 私は長老として，またキリストの苦しみの証人，やがて明らかにされる栄光を共に受ける者として，同じ長老の皆さんに勧めます。 2 皆さんに委ねられた神の羊の群れを世話してください。強いられてではなく，神の前で進んで監督として奉仕し*，不当な利益を得ようとしてではなく，真剣な態度で世話しましょう。 3 神の財産である*人たちに対して威張ったりせず，群れの模範となりましょう。

または，「進んで群れを注意深く見守り」。
または，「神から委ねられた」。


^  （フィレ 4， 5） 私は，あなたについて祈る時，いつも神に感謝しています。 5 あなたが信仰を持ち，主イエスと聖なる人たち全てを愛していることを聞いているからです。



^  （フィレ 7） あなたの愛について聞き，私はとてもうれしくなり，慰められました。兄弟，あなたのおかげで，聖なる人たちの心が爽やかにされた*からです。

または，「優しい愛情が深まった」。


^  （格 12:25） 心配事があると心が沈み*， 良い言葉によって心が晴れる。

または，「憂鬱になり」。


^ （フィレ 10-12） 自分の子のようなオネシモについてあなたにお願いします。私は捕らわれている間に，彼にとって父親も同然になりました。 11 オネシモは，以前はあなたの役に立ちませんでしたが，今はあなたにとっても私にとっても助けになります。 12 私は心から愛するオネシモを，あなたのもとに送り返します。



^  （フィレ 10-12） 自分の子のようなオネシモについてあなたにお願いします。私は捕らわれている間に，彼にとって父親も同然になりました。 11 オネシモは，以前はあなたの役に立ちませんでしたが，今はあなたにとっても私にとっても助けになります。 12 私は心から愛するオネシモを，あなたのもとに送り返します。



^  （フィレ 4， 5） 私は，あなたについて祈る時，いつも神に感謝しています。 5 あなたが信仰を持ち，主イエスと聖なる人たち全てを愛していることを聞いているからです。



^  （コリ一 1:4-7） 私は，神がキリスト･イエスを通して皆さんに惜しみない親切を示したことについて，いつも神に感謝しています。 5 皆さんはキリストと結ばれてあらゆるものを豊かに受け，話す能力も知識も十分に持っているからです。 6 実際，皆さんはキリストについての知らせ*を十分に理解しています。 7 結果として皆さんは，必要なものを全て与えられ，主イエス･キリストが明らかにされるのをひたすら待っています。

または，「証言」。


^  （フィリ 1:3-5） 私は，皆さんのことを思い起こすたびに神に感謝しています。 4 皆さんのために祈願する時はいつも喜びを感じています。 5 皆さんが最初の日から今まで，良い知らせを広めることに貢献してきたからです。



^  （コロ 1:3， 4） 私たちは，皆さんのために祈る時，主イエス･キリストの父である神にいつも感謝しています。 4 皆さんがキリスト･イエスに信仰を持っており，聖なる人たち全てを愛しているということを聞いたからです。



^  （テサ一 1:2， 3） 私たちは，皆さんについて祈る時，いつも神に感謝しています。 3 皆さんの忠実な働き，愛に根差した労苦，主イエス･キリストに希望を抱いて示す忍耐を，父である神の前で絶えず思い起こすからです。



^  （フィレ 1） キリスト･イエスのために捕らわれているパウロと，私たちの兄弟テモテから，私たちと共に働く，愛するフィレモンへ。



^  （マタ 5:23-25） それで，あなたが供え物を祭壇に持ってきて，仲間が自分に対して何か反感を抱いていることをそこで思い出したなら， 24 供え物を祭壇の前に残して，出掛けていきなさい。まず仲間と仲直りし，それから戻ってきて，供え物を捧げなさい。 25 訴訟の相手とは，法廷に共に向かう間に素早く問題を解決しなさい。そうしなければ，その人があなたを裁判官に引き渡し，裁判官が法廷の役人に引き渡して，あなたは牢屋に投げ込まれてしまいます。



^  （ロマ 14:19） ですから，平和に役立つことや，励まし合う助けになることを何でも行いましょう。



^  （フィレ 17） それで，私を友と思ってくれているのでしたら，私を迎えるのと同じようにオネシモを優しく迎えてあげてください。



^  （フィレ 21） 私はあなたが応じてくれることを確信して書いています。あなたは私が言う以上のことをしてくれるに違いありません。



^ （コロ 3:14） これら全てに加えて，愛を身に着けましょう。愛は完全な絆なのです。



^  （フィレ 5） あなたが信仰を持ち，主イエスと聖なる人たち全てを愛していることを聞いているからです。



^  （コロ 3:14） これら全てに加えて，愛を身に着けましょう。愛は完全な絆なのです。



^  （コリ一 13:4-7） 愛は辛抱強く，親切です。愛は嫉妬しません。愛は自慢せず，思い上がらず， 5 下品な振る舞いをせず，自分のことばかり考えず，いら立ちません。愛は傷つけられても根に持ちません。 6 愛は不正を喜ばないで，真実を喜びます。 7 愛は全てのことに耐え，全てのことを信じ，全てのことを希望し，全てのことを忍耐します。



^  （フィレ 2） また，私たちの姉妹アフィアと，私たちと共に戦う兵士であるアルキポと，あなたの家に集まる会衆*へ。

用語集参照。


^  （フィレ 22） ついでながら，私が泊まれる所も用意してください。私は，あなたたちの祈りにより，自由にされてそちらに行けるようになることを願っています。



^  （フィレ 7） あなたの愛について聞き，私はとてもうれしくなり，慰められました。兄弟，あなたのおかげで，聖なる人たちの心が爽やかにされた*からです。

または，「優しい愛情が深まった」。


^  （ヨハ 6:44） 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。



^ （コロ 3:13） 引き続き互いに我慢し，寛大に許し合いましょう。たとえ誰かに不満を感じるとしてもです。エホバが寛大に許してくださったのですから，同じようにしなければなりません。



^  （コロ 3:13） 引き続き互いに我慢し，寛大に許し合いましょう。たとえ誰かに不満を感じるとしてもです。エホバが寛大に許してくださったのですから，同じようにしなければなりません。



^  （詩 103:13， 14） 父が子を憐れむように， エホバはご自分を畏れる人たちを憐れんだ。 14 神は私たちの造りをよく知っている。 私たちが土でできているにすぎないことを覚えている。



^  （詩 130:3） ヤハ*よ，もしあなたが過ちに注目*するなら， エホバよ，誰が立っていられるでしょうか。

エホバの短縮形。
または，「を記録」。


^  （哀 3:22， 23） エホバの揺るぎない愛のおかげで，私たちは滅びませんでした。 神の憐れみは決して絶えません。 23 それは朝ごとに新たに示されます。あなたは常に信頼できる方です。



^  （詩 37:11） しかし，温厚な人は地上に住み続け*， 豊かな平和をこの上なく喜ぶ。

または，「地球が与えられ」。
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62番の歌 新しい歌



私たちは「恐れずに神聖な奉仕」ができる



「[神は]……救いの角が現れるようにし……恐れずに神聖な奉仕を行えるようにしてくださいます」。ルカ 1:69，74




ポイント

私たちはエホバのおかげで救われます。救われたからこそできることや任された任務があります。




 1. ゼカリヤはどんなことを預言しましたか。


あなたの答え



集まっている人たちは興味津々です。高齢の祭司ゼカリヤとエリサベツに子供が生まれたことを聞いたからです。これはエホバが起こした奇跡でした。それでみんな口々に「この子はどんな人になるのだろうか」と言い合います。（ルカ 1:57-66）ゼカリヤは預言をして，もうすぐメシアが現れること，生まれた息子ヨハネが，みんながメシアを迎えられるよう心の準備をさせることを話します。* （アモ 3:7。ルカ 1:67-79）でも，この預言は現代の私たちにも大きな関係があります。この記事では，ゼカリヤが言ったことを深掘りしていきます。そして，私たちがぜひ大事にしたい3つのことを考えていきます。（1）救われるという事実，（2）エホバのためにできること，（3）伝道という任務。

救われるという事実

 2. （ア）ルカ 1章67-73節によると，エホバは愛する人たちにどんなことを約束していましたか。（イ）ルカ 1章69節に出てくる「強力な救い主」は誰ですか。


あなたの答え



2 ルカ 1:67-73を読む。エホバは愛する人たちを救うと約束していました。誰を通してですか。ゼカリヤはこう言いました。「[エホバは]ダビデの家系に強力な救い主が現れるようにしてくださいました」。（ルカ 1:69。注釈を参照。）この「強力な救い主」とはメシアのことです。当時，ユダヤ人はメシアに期待を掛けていて，そのメシアがアブラハムの家系，ダビデの王統を通して来ることを知っていました。（創 22:17，18。マタ 22:42）じゃあどうしてエホバは，みんながよく知っていることを改めてゼカリヤに預言させたんでしょうか。メシアが，もうすぐそこまで来ていたからです。半年後にマリアはイエスを生むことになっていました。天使ガブリエルによると，イエスは「神の子」で「父ダビデの王座」に就きます。（ルカ 1:30-35）イエスは30歳でバプテスマを受けた時，エホバの聖なる力によってメシアに任命されます。こうして，みんなが待ちに待っていた強力な救い主が誕生しました。（マタ 3:16，17）

 3. 1世紀のユダヤ人は誰から，そして何から救われる必要がありましたか。


あなたの答え



3 当時のユダヤ人たちは誰から，そして何から救ってもらわないといけなかったのでしょうか。ゼカリヤはこう言っています。「私たちを，敵から，また私たちを憎む全ての者から救ってくださるのです」。（ルカ 1:71）この敵とは，当時の人たちを苦しめていたローマ政府ではありません。諸悪の根源サタンです。（ヘブ 2:14，15）サタンのせいで人類は罪を負い，死んでいくようになりました。当時のユダヤ人はそういう状態から救い出してもらわないといけませんでした。さらにユダヤ人は，モーセの律法を完璧に守れなかったので，みんな罰を受けることになっていました。（ロマ 3:20。ガラ 3:10，13）それでゼカリヤが言っていた通り，ユダヤ人には「罪の許しによる救い」がどうしても必要でした。（ルカ 1:77）

 4. 私たちにはどんな敵がいますか。


あなたの答え



4 私たちにも敵がいます。ユダヤ人と同じように罪と死から逃げられません。（ロマ 5:12）サタンと邪悪な天使たちは，いろんな手を使って私たちに圧をかけてきます。さらにサタンたちは「私たちを憎む……者」つまりエホバの証人を嫌う人や組織を操って攻撃し，エホバから離れさせようとしてきます。こういったものから私たちは守られなければいけません。

 5. イエスは今，私たちをどんなふうに罪から救ってくれていますか。


あなたの答え



5 イエスはどんなふうに私たちを救ってくれるんでしょうか。まず罪から考えましょう。そもそも私たちは罪まみれなので，エホバに崇拝を受け入れてもらうことはできません。イエスは，そんな私たちがどうすればエホバを正しく崇拝できるかを教えてくれました。ベストを尽くしてその通りにすれば，エホバに受け入れてもらえます。さらに，私たちは罪を負っているので，間違いをしてエホバを嫌な気持ちにさせてしまうことがあります。でも，イエスが贖いとして命を捨ててくださったので，エホバに許してもらえます。「ごめんなさい」と言うたびに，エホバは贖いに免じて，気持ちよく許してくれます。（ヨハ一 2:1，2）そうやってイエスは，「独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました」。（ヨハ 3:16。マタ 20:28）確かにイエスのおかげで救われている，と思いませんか。

 6. 「ダビデの王座」に就いたイエスは，私たちに何をしてくれますか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



6 じゃあ，イエスはどんなふうにして私たちを徹底的に救い出してくれるんでしょうか。イエスは1914年に天で「父ダビデの王座」に就きました。（ルカ 1:32，33）将来，ハルマゲドンの時に14万4000人や天使たちと一緒に私たちを憎む人たちを倒します。その後，1000年かけて死んだ人たちを生き返らせ，私たちを罪から自由にしてくれます。（ヨハ 5:28。コリ一 15:26，55-57。啓 22:1，2）それから，サタンと邪悪な天使たちとその手下たちを完全に消し去ります。（啓 20:7-10）その時のことをイメージしてみてください。心に一点の曇りもなく，「エホバは私の友達です」と言えるようになります。救われたこと，「言葉にできないほど素晴らしい無償の贈り物」をもらったことがうれしくてうれしくてたまらない。そんな毎日なんでしょうね。（コリ二 9:15）



[image: 神の王国の王イエスが，楽園になった地球に手を伸ばしている。]

エホバはイエス･キリストを通して救ってくれる。（6節を参照）







エホバのためにできること

 7. エホバは私たちにどんなチャンスをくれましたか。（ルカ 1:74，75）


あなたの答え



7 ルカ 1:74，75を読む。エホバがくださった贖いのおかげで，私たちには特別なチャンスが与えられました。「恐れずに神聖な奉仕を行えるように」なったんです。「神聖な奉仕」とは何でしょうか。エホバのために真っすぐな気持ちですること全部です。例えば，伝道，祈り，聖書を学ぶこと，集会や大会への出席などがあります。また，ベテル奉仕や建設奉仕，王国会館や大会ホールのメンテナンスなどもあります。

 8. 私たちはどんなことを恐れる必要はありませんか。


あなたの答え



8 私たちは「恐れずに」エホバに奉仕できるようになりました。まず，死を恐れなくて済みます。私たちがエホバのために頑張れるのは，今の人生が全てじゃないと分かっていて，永遠の幸せというスケールで物を考えているからです。また，たとえ命を落としてもイエスが必ず生き返らせてくれることを信じているので，反対してくる人たちに命を奪われそうになっても，信念を曲げたりはしません。（ヨハ 6:39，40）2つ目に，「こんな罪まみれの自分はエホバに嫌われているんじゃないか」とビクビクする必要はありません。エホバに愛されていること，失敗しても気持ちよく許してくれることを心から信じているので，晴れやかな気持ちでいられます。（ヨハ一 4:9，10）

 9. どんなことのせいで苦しむことがありますか。


あなたの答え



9 でも中には「私の姿を見てエホバが喜んでくれるなんてありえない，どんなに頑張ったって無駄だ」と感じる人がいます。そう感じるのは，心に深く残っているトラウマのせいかもしれません。あるいは，過去にしてしまった良くないことへの後ろめたさのせいかもしれません。長老たちに相談し，エホバに謝りました。でも，まだモヤモヤは消えません。あなたもそんなふうに苦しくなることがありますか。

10-11. 心が痛む時，どんなことができますか。


あなたの答え



10 そういう痛みを感じる時に何ができるか，こんな例えで考えてみましょう。あなたが足を骨折してしまったとします。病院に行くと，先生から「時間はかかりますけど，必ず治ります。でもリハビリが必要ですね」と言われます。でもあなたはまだ心配です。「本当に治るのかな？」そんな時どうしたらいいでしょうか。それでもお医者さんを信じてリハビリに取り組みますよね。時間はかかるかもしれませんが，やがて足は良くなって，歩いたり走ったりできるようになります。

11 私たちも以前してしまったことを引きずって心が痛むことがあります。でもエホバはそういう痛みを治すと言ってくれています。贖いを通して癒やしてくれます。（ヨハ 1:16，17。ロマ 3:23，24。ヨハ一 3:19，20）私たちにぴったりのリハビリプランも用意してくれています。それで，祈り，聖書を読み，エホバとの友情を強くする習慣を続けてリハビリしましょう。（詩 1:2。テサ一 5:17。ヘブ 10:25）本当のリハビリと同じように，すぐに良くなっている感覚はないかもしれません。そういう時こそ，エホバを信じましょう。諦めたくなってもくじけずに続けましょう。（フィリ 3:16）痛みがある中でも毎日やっていくための力をくれているエホバに感謝することも大切です。私たちがエホバとイエスのために，恐れずにいろんな奉仕ができているのは，とってもありがたいことですね。

伝道という任務

12. バプテストのヨハネはどのように道を整えましたか。（ルカ 1:76-79）


あなたの答え



12 ルカ 1:76-79を読む。ゼカリヤは，生まれたばかりの息子ヨハネについて，こう預言しました。「おまえは……道を整えるためにエホバの前を行く」。ヨハネはこの預言の通りに生きていきました。熱い心で伝道に打ち込みました。生き方を変え，バプテスマを受け，もうすぐ来るメシアを迎えるように，ユダヤ人に勧めました。イエスにバプテスマを施した後，「見なさい，人類の罪を取り去る，神の子羊です！」と言いました。そうやって，この人こそ約束のメシアだということをみんなの前ではっきり伝えました。それからはイエスに道を譲り，自分の弟子たちにもイエスに付いていくよう勧めました。（ヨハ 1:29，34-36，40，41）

13. エホバに仕える人にとって，メシアは「夜明け」のような存在です。どうしてですか。


あなたの答え



13 バプテストのヨハネは，誰がメシアなのかをみんなにはっきり伝えました。でも，このニュースはヨハネだけではなく，もっともっとたくさんの人によって広められなければいけません。どうしてでしょうか。ゼカリヤによると，メシアは「夜明け」のような存在です。メシアの登場によって，新しい時代が幕を開けます。信じる人はみんな救われるようになります。まさにビッグニュースです。それで，このニュースは世界中で伝えられないといけません。どうやってでしょうか。

14. イエスと弟子たちはどんな大切な仕事をしましたか。（イザヤ 61:1，2）


あなたの答え



14 イエス自身がこのニュースを大々的に伝え，「闇と死の陰にいる人たちに光を与え」ました。見下されていて報われない人たちに思いやり深く接し「エホバの恵みの年」について伝えました。（イザヤ 61:1，2を読む。ルカ 4:16-21）イエスは，「天の王国は近づいた」ことを燃えるような心で知らせました。でも，もっともっと伝道する人が必要だと分かっていたので，弟子たちをトレーニングしました。（マタ 4:16，17; 10:7; 28:19，20）

15. 今，伝道に力を入れることはかつてなく大切です。どうしてですか。


あなたの答え



15 現代の私たちも，エホバからのメッセージを託されて伝道する任務をかけがえのないものだと思っています。イエスの贖い，神の王国について，今のうちにできるだけたくさんの人に知らせたいと思います。どうしてでしょうか。もうすぐ「世界の始めから今まで起きたことが……ないような大患難」が始まるからです。（マタ 24:21）大患難の間にも，エホバの側に付く人が大勢いる可能性があります。もしかすると，私たちが伝道していたことを思い出してくれるのかもしれません。その後，イエスと14万4000人，天使たちは，悪い人たちを倒します。（マタ 25:34。啓 16:16; 19:19）こうして考えると，今の頑張りは無駄じゃない，これからもベストを尽くして伝道したいと思えます。（マタ 24:14。マル 13:10）

16. これからもどうしていきたいと思いますか。（写真も参照。）


あなたの答え



16 この記事ではルカ 1章68-79節に書かれているゼカリヤの言葉を考えてきました。そこから私たちが大事にしたい3つのことが浮かび上がってきます。救われるという事実，エホバのためにできること，伝道という任務です。私たちはイエスの贖いに信仰を持っていて，救われることを本当にありがたく思っています。そして，エホバのために生きていきたい，エホバのためなら何でもしたいという思いでいます。そういう気持ちを原動力にして，伝道に熱い心で取り組みましょう。エホバが全ての人を愛していて，救いたいと思っていることを伝えていきましょう。神の王国が悪い人たち全てを倒し，地球がパラダイスになるという明るい未来についても伝えたいですね。そうやって，みんなが「恐れずに神聖な奉仕を行えるように」助けていきましょう。「私たちはいつの日も神の前で忠実で正しくあるのです」。（ルカ 1:74，75）





[image: いろんな場所で伝道している様子。1. 2人の姉妹が「神の王国は全ての問題を解決してくれる」のパンフレットを使って家を訪問している。2. 兄弟が仕事の休憩中に，同僚にスマホを使って聖書について話している。3. 理科の授業で若い姉妹が，自分の信じていることについてプレゼンしている。クラスメートや先生が聞いている。]

救ってもらえることに感謝し，エホバのためにできることを大切にしていると，伝道にもっと打ち込めるようになる。（16節を参照）*





ルカ 1章68-79節から学べたこと


	  エホバは愛する人にどんな約束をしていますか。


あなたの答え
 




	  イエスの贖いのおかげでどんなチャンスがありますか。


あなたの答え
 




	  どんな任務がありますか。


あなたの答え
 











159番の歌 エホバをたたえる



^  この出来事を描いた，「イエスが伝えた良い知らせ」の第1話を見てみましょう。スタディー版でルカ 1章67節を開くと見ることができます。




^  写真や挿絵: 1枚目の写真で，2人の姉妹が家を訪問して伝道している。2枚目の写真で，仕事の休憩中の兄弟が，同僚に聖書について話している。3枚目の写真で，姉妹が学校で自分の信じていることを説明している。先生とクラスメートが真剣に聞いている。






^ （ルカ 1:69） そして，ご自分に仕えたダビデの家系に救いの角が現れるようにしてくださいました。



^ （ルカ 1:74） 神は私たちを敵から救い出した後，恐れずに神聖な奉仕を行えるようにしてくださいます。



^  （ルカ 1:57-66） エリサベツは，出産の時が来て，男の子を産んだ。 58 隣人や親族は，エリサベツがエホバから大きな憐れみを示されたことを聞き，彼女と共に喜んだ。 59 8日目に，隣人や親族がその子に割礼を施そうとやって来て，父親の名前を取ってゼカリヤと名付けようとした。 60 しかし母親は言った。「駄目です！ この子はヨハネと呼ばれるのです」。 61 するとその人たちは言った。「親族の中に，そう呼ばれている人は一人もいません」。 62 そして，その子を何と呼びたいかを父親に身ぶりで尋ねた。 63 父親は書き板を求め，「名前はヨハネ」と書いた。皆はとても驚いた。 64 たちまち父親は，口が開いて舌が動くようになり，神を賛美し始めた。 65 近辺に住む人は皆，畏れを感じ，この一部始終がユダヤの山地一帯で話題になった。 66 皆，聞いたことを心に留めて，「この子はどんな人になるのだろうか」と言った。エホバがその子と共にいたのである。



^  （アモ 3:7） 内密のこと*を預言者に啓示してからでなければ， 主権者である主エホバは事を行わない。

または，「秘密」，「意図」。


^  （ルカ 1:67-79） 父親のゼカリヤは聖なる力に満たされて，こう預言した。 68 「イスラエルの神エホバが賛美されますように。ご自分の民に注意を向け，救出されたからです。 69 そして，ご自分に仕えたダビデの家系に救いの角が現れるようにしてくださいました。 70 昔の聖なる預言者たちを通して語られた通りです。 71 神は私たちを，敵から，また私たちを憎む全ての者から救ってくださるのです。 72 神は父祖たちとの関係で憐れみを示し，聖なる契約を思い出されます。 73 この契約は，父祖アブラハムに誓われた誓いのことで， 74 神は私たちを敵から救い出した後，恐れずに神聖な奉仕を行えるようにしてくださいます。 75 私たちはいつの日も神の前で忠実で*正しくあるのです。 76 わが子よ，おまえは至高者の預言者と呼ばれる。道を整えるためにエホバの前を行くからだ。 77 そして，罪の許しによる救いについて民に知らせる。 78 それは神の温かい思いやりによる。この思いやりによって，神は私たちを夜明けのように照らし， 79 闇と死の陰にいる人たちに光を与え，私たちを平和の道に導く」。

または，「揺るぎない思いを抱いて」。


^ （ルカ 1:67-73） 父親のゼカリヤは聖なる力に満たされて，こう預言した。 68 「イスラエルの神エホバが賛美されますように。ご自分の民に注意を向け，救出されたからです。 69 そして，ご自分に仕えたダビデの家系に救いの角が現れるようにしてくださいました。 70 昔の聖なる預言者たちを通して語られた通りです。 71 神は私たちを，敵から，また私たちを憎む全ての者から救ってくださるのです。 72 神は父祖たちとの関係で憐れみを示し，聖なる契約を思い出されます。 73 この契約は，父祖アブラハムに誓われた誓いのことで，



^ （ルカ 1:69） そして，ご自分に仕えたダビデの家系に救いの角が現れるようにしてくださいました。



^  （ルカ 1:67-73） 父親のゼカリヤは聖なる力に満たされて，こう預言した。 68 「イスラエルの神エホバが賛美されますように。ご自分の民に注意を向け，救出されたからです。 69 そして，ご自分に仕えたダビデの家系に救いの角が現れるようにしてくださいました。 70 昔の聖なる預言者たちを通して語られた通りです。 71 神は私たちを，敵から，また私たちを憎む全ての者から救ってくださるのです。 72 神は父祖たちとの関係で憐れみを示し，聖なる契約を思い出されます。 73 この契約は，父祖アブラハムに誓われた誓いのことで，



^  （ルカ 1:69） そして，ご自分に仕えたダビデの家系に救いの角が現れるようにしてくださいました。



^  （創 22:17， 18） 私はあなたを必ず祝福し，あなたの子孫*を必ず，天の星や海辺の砂のように多くしよう。あなたの子孫*は敵の町*を攻略する。 18 あなたの子孫*によって地上の全ての国民が祝福を受ける*。あなたが私の言ったことに従ったからである』」。

直訳，「種」。
直訳，「種」。
直訳，「門」。
直訳，「種」。
または，「獲得する」。


^  （マタ 22:42） 「キリストについてどう考えますか。彼は誰の子ですか」。その人たちは，「ダビデの子です」と言った。



^  （ルカ 1:30-35） 天使は言った。「マリア，恐れることはありません。あなたは神の恵みを得ました。 31 あなたは妊娠して*男の子を産みます。イエスと名付けなさい。 32 その子は偉大な者となり，至高者の子と呼ばれます。エホバ神は父ダビデの王座を彼に与え， 33 彼は王としてヤコブの子孫を永久に治めます。その王国に終わりはありません」。 34 しかしマリアは天使に言った。「どうしてそのようなことがあるでしょうか。私は男の人と関係を持ったことがありません」。 35 天使は答えた。「聖なる力があなたに働き，至高者の力があなたを覆います。それで，生まれる子は聖なる者，神の子と呼ばれます。

または，「胎内に子を宿して」。


^  （マタ 3:16， 17） イエスはバプテスマを受けた後，すぐに水から上がった。何と，天が開き，ヨハネは，神の聖なる力がハトのように下ってイエスの上に来るのを見た。 17 さらに天から声がした。「これは私の愛する子，私はこの子のことを喜んでいる」。



^  （ルカ 1:71） 神は私たちを，敵から，また私たちを憎む全ての者から救ってくださるのです。



^  （ヘブ 2:14， 15） それで，「子供たち」が人間*なので，イエスも人間*になりました。それは，自分の死により，死をもたらす者である悪魔を除き去るため， 15 また，死への恐れゆえに生涯ずっと奴隷の状態だった人全てを自由にするためでした。

または，「肉体を持つ者」。
または，「肉体を持つ者」。


^  （ロマ 3:20） ですから誰も，律法に従った行いによって，神から正しいと認められることはありません。律法によって得られるのは，罪についての正確な知識です。



^  （ガラ 3:10） 律法に従った行いに頼る人は皆，災いを被ります。こう書かれているからです。「律法の巻物に書かれている事柄全てを守らず，行わない人は皆，災いを被る」。



^  （ガラ 3:13） キリストは私たちを買い取ってくださいました。「杭に掛けられる人は皆，災いを被っている*」と書かれている通り，私たちの代わりに災いを被ることによって，私たちを律法の災いから解放してくださったのです。

または，「忌まわしい」。


^  （ルカ 1:77） そして，罪の許しによる救いについて民に知らせる。



^  （ロマ 5:12） このような訳で，1人の人によって人類に罪が入り，罪によって死が入り，こうして，全ての人が罪人になったために，死が全ての人に広がったように―。



^  （ヨハ一 2:1， 2） 私の子供たち，皆さんが罪を犯さないように，私はこれらのことを書いています。とはいえ，もし誰かが罪を犯したとしても，私たちを助けて*くださる方が父のもとにいます。正しい方であるイエス･キリストです。 2 イエスは私たちの罪を償う*ための犠牲です。私たちの罪だけでなく，全人類の罪のためです。

または，「擁護して」。
または，「私たちを神と和解させる」。


^  （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^  （マタ 20:28） 人の子も，仕えてもらうためではなく仕えるために，また多くの人と引き換える贖いとして自分の命を与えるために来ました」。



^  （ルカ 1:32， 33） その子は偉大な者となり，至高者の子と呼ばれます。エホバ神は父ダビデの王座を彼に与え， 33 彼は王としてヤコブの子孫を永久に治めます。その王国に終わりはありません」。



^  （ヨハ 5:28） このことに驚いてはなりません。記念の墓の中にいる人が皆，彼の声を聞いて出てくる時が来るのです。



^  （コリ一 15:26） そして最後の敵である死が除き去られます。



^  （コリ一 15:55-57） 「死よ，さあ，勝利してみなさい。死よ，さあ，とげで刺してみなさい」。 56 死をもたらすとげは罪であり，罪の力は律法によります。 57 神に感謝しましょう！ 私たちの主イエス･キリストを通して勝利を与えてくださるからです。



^  （啓 22:1， 2） また天使は，命の水の川を私に見せてくれた。その川は水晶のように澄み切っていて，神と子羊の座から流れ出ており， 2 都市の大通りの中央を流れていた。川の両側には命の木があった。それらの木は年に12回，毎月実を結び，木の葉は人々を癒やすためのものだった。



^  （啓 20:7-10） 1000年が終わるとすぐ，サタンは牢獄から解放される。 8 彼は出ていって，地の四方にいる人々*，ゴグとマゴグを惑わし，戦争のために集める。その人々の数は海の砂のようである。 9 彼らは地上全体に広がって進み，聖なる人たちの宿営と愛されている都市を取り囲んだ。しかし，天から火が降ってきて彼らを焼き尽くした。 10 そして，人々を惑わしていた悪魔は火と硫黄の湖に投げ込まれた。そこにはすでに野獣と偽預言者もおり，彼らは永久に昼も夜も苦しめられる*。

または，「国民」。
または，「拘束される」。啓 14:11の脚注参照。


^  （コリ二 9:15） 言葉にできないほど素晴らしい無償の贈り物を下さる神に感謝しましょう。



^ （ルカ 1:74， 75） 神は私たちを敵から救い出した後，恐れずに神聖な奉仕を行えるようにしてくださいます。 75 私たちはいつの日も神の前で忠実で*正しくあるのです。

または，「揺るぎない思いを抱いて」。


^  （ルカ 1:74， 75） 神は私たちを敵から救い出した後，恐れずに神聖な奉仕を行えるようにしてくださいます。 75 私たちはいつの日も神の前で忠実で*正しくあるのです。

または，「揺るぎない思いを抱いて」。


^  （ヨハ 6:39， 40） 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。



^  （ヨハ一 4:9， 10） 神は独り子を世に遣わし，その方によって私たちが命を得られるようにしてくださいました。このことから，神が私たちを愛してくださっていることが明らかになりました。 10 私たちが神を愛したというより，神が私たちを愛し，私たちの罪を償う*犠牲としてご自分の子を遣わしてくださったのです。これこそが愛です。

または，「私たちを神と和解させる」。


^  （ヨハ 1:16， 17） 私たちは皆，彼に満ちていたものの中から受け，しかも惜しみない親切を繰り返し受けた。 17 なぜなら，律法はモーセを通して与えられ，惜しみない親切と真理はイエス･キリストを通して実現したからである。



^  （ロマ 3:23， 24） 全ての人は罪人になったので，神の栄光に達することができません。 24 キリスト･イエスが払った贖いによって解放され，神の惜しみない親切によって正しいと認められることは，無償の贈り物なのです。



^  （ヨハ一 3:19， 20） そのようにして，私たちは自分が真理から出ていることを確信し，神の前で安心*できます。 20 心に責められることがあっても安心できるのです。神は私たちの心より大きく*，全てのことを知っているからです。

または，「心を納得させることが」。
私たち以上に私たちのことを知っているということ。


^  （詩 1:2） その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。

または，「思い巡らす」。


^  （テサ一 5:17） 絶えず祈ってください。



^  （ヘブ 10:25） 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「のを見て」。


^  （フィリ 3:16） いずれにしても，私たちはこれまで進歩してきたのですから，この同じ道をきちんと歩んでいきましょう。



^ （ルカ 1:76-79） わが子よ，おまえは至高者の預言者と呼ばれる。道を整えるためにエホバの前を行くからだ。 77 そして，罪の許しによる救いについて民に知らせる。 78 それは神の温かい思いやりによる。この思いやりによって，神は私たちを夜明けのように照らし， 79 闇と死の陰にいる人たちに光を与え，私たちを平和の道に導く」。



^  （ルカ 1:76-79） わが子よ，おまえは至高者の預言者と呼ばれる。道を整えるためにエホバの前を行くからだ。 77 そして，罪の許しによる救いについて民に知らせる。 78 それは神の温かい思いやりによる。この思いやりによって，神は私たちを夜明けのように照らし， 79 闇と死の陰にいる人たちに光を与え，私たちを平和の道に導く」。



^  （ヨハ 1:29） 次の日，ヨハネはイエスがやって来るのを見て，言った。「見なさい，人類の罪を取り去る，神の子羊です！



^  （ヨハ 1:34-36） 私はそれを見たので，この方こそ神の子だと証言したのです」。 35 また次の日，ヨハネは弟子2人と立っていて， 36 イエスが歩いているのを見て，言った。「見なさい，神の子羊です！」



^  （ヨハ 1:40， 41） ヨハネが言ったことを聞いてイエスに付いていった2人のうちの1人は，シモン･ペテロの兄弟アンデレだった。 41 アンデレはまず自分の兄弟シモンを見つけて，言った。「私たちはメシア（「キリスト」という意味）を見つけた」。



^ （イザ 61:1， 2） 主権者である主エホバの聖なる力が私の上にある。 エホバが私を選び*，温厚な人に良い知らせを告げるようにさせたからである。 私は神から遣わされて，心が傷ついた人を癒やし， 捕らわれている人に釈放を， 囚人に目が大きく開かれることを知らせる。  2 また，エホバの恵み*の年と， 私たちの神の復讐の日について広め， 嘆き悲しむ人全てを慰め，

直訳，「に油を注ぎ」。用語集の「油を注ぐ」参照。
または，「善意」。


^  （イザ 61:1， 2） 主権者である主エホバの聖なる力が私の上にある。 エホバが私を選び*，温厚な人に良い知らせを告げるようにさせたからである。 私は神から遣わされて，心が傷ついた人を癒やし， 捕らわれている人に釈放を， 囚人に目が大きく開かれることを知らせる。  2 また，エホバの恵み*の年と， 私たちの神の復讐の日について広め， 嘆き悲しむ人全てを慰め，

直訳，「に油を注ぎ」。用語集の「油を注ぐ」参照。
または，「善意」。


^  （ルカ 4:16-21） イエスは自分が育った土地ナザレに来た。そして，安息日の自分の習慣通り，会堂に入り，朗読のために立ち上がった。 17 預言者イザヤの巻物が手渡されると，巻物を開いて，こう書いてある所を見つけた。 18 「エホバの聖なる力が私の上にある。神が私を選び*，貧しい人に良い知らせを告げるようにさせたからである。私は神から遣わされて，捕らわれている人に釈放を，目が見えない人に視力の回復を知らせ，打ちのめされた人を解放し， 19 エホバに受け入れられる年を伝える」。 20 イエスは巻物を巻き，それを係の人に返して，腰を下ろした。会堂にいた全ての人の目がじっとイエスに注がれた。 21 そこでこう言い始めた。「皆さんがいま聞いた*この聖句は，今日実現しています」。

直訳，「に油を注ぎ」。
直訳，「の耳にある」。


^  （マタ 4:16， 17） 闇にいる民は大きな光を見，死の陰に覆われた地方にいる人たちの上に光が昇った」。 17 その時から，イエスは伝道を開始して，「悔い改めなさい。天の王国は近づいたからです」と言い始めた。



^  （マタ 10:7） 行って，『天の王国は近づいた』と伝道しなさい。



^  （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^  （マタ 24:21） その時，世界の始めから今まで起きたことがなく，いえ，二度と起きないような大患難があるからです。



^  （マタ 25:34） それから王は，右にいる人たちに言います。『さあ，私の父に祝福された人たち，世が始まって以来あなたたちのために用意されている王国を受けなさい。



^  （啓 16:16） それらの息*により，王たちはヘブライ語でハルマゲドン*と呼ばれる場所に集められた。

または，「言葉」。ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
または，「アルマゲドン」。「メギドの山」という意味。


^  （啓 19:19） さらに見ると，野獣と地上の王たちとその軍勢が，馬に乗っている方とその軍勢に対して戦うために集まっていた。



^  （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。



^  （マル 13:10） また，全ての国の人々の間で，良い知らせがまず伝えられなければなりません。



^  （ルカ 1:68-79） 「イスラエルの神エホバが賛美されますように。ご自分の民に注意を向け，救出されたからです。 69 そして，ご自分に仕えたダビデの家系に救いの角が現れるようにしてくださいました。 70 昔の聖なる預言者たちを通して語られた通りです。 71 神は私たちを，敵から，また私たちを憎む全ての者から救ってくださるのです。 72 神は父祖たちとの関係で憐れみを示し，聖なる契約を思い出されます。 73 この契約は，父祖アブラハムに誓われた誓いのことで， 74 神は私たちを敵から救い出した後，恐れずに神聖な奉仕を行えるようにしてくださいます。 75 私たちはいつの日も神の前で忠実で*正しくあるのです。 76 わが子よ，おまえは至高者の預言者と呼ばれる。道を整えるためにエホバの前を行くからだ。 77 そして，罪の許しによる救いについて民に知らせる。 78 それは神の温かい思いやりによる。この思いやりによって，神は私たちを夜明けのように照らし， 79 闇と死の陰にいる人たちに光を与え，私たちを平和の道に導く」。

または，「揺るぎない思いを抱いて」。


^  （ルカ 1:74， 75） 神は私たちを敵から救い出した後，恐れずに神聖な奉仕を行えるようにしてくださいます。 75 私たちはいつの日も神の前で忠実で*正しくあるのです。

または，「揺るぎない思いを抱いて」。


^ （ルカ 1:68-79） 「イスラエルの神エホバが賛美されますように。ご自分の民に注意を向け，救出されたからです。 69 そして，ご自分に仕えたダビデの家系に救いの角が現れるようにしてくださいました。 70 昔の聖なる預言者たちを通して語られた通りです。 71 神は私たちを，敵から，また私たちを憎む全ての者から救ってくださるのです。 72 神は父祖たちとの関係で憐れみを示し，聖なる契約を思い出されます。 73 この契約は，父祖アブラハムに誓われた誓いのことで， 74 神は私たちを敵から救い出した後，恐れずに神聖な奉仕を行えるようにしてくださいます。 75 私たちはいつの日も神の前で忠実で*正しくあるのです。 76 わが子よ，おまえは至高者の預言者と呼ばれる。道を整えるためにエホバの前を行くからだ。 77 そして，罪の許しによる救いについて民に知らせる。 78 それは神の温かい思いやりによる。この思いやりによって，神は私たちを夜明けのように照らし， 79 闇と死の陰にいる人たちに光を与え，私たちを平和の道に導く」。

または，「揺るぎない思いを抱いて」。


^ （ルカ 1:67） 父親のゼカリヤは聖なる力に満たされて，こう預言した。










[image: ステファン･ロンダラン。]



ライフ･ストーリー

全てを造った方が見つけてくれました

ステファン･ロンダラン


学生の頃，私は学校も勉強も嫌いでした。いつも1人でいたい，目立ちたくないって思ってました。そんなふうに思っていたので，神が見てくれてるなんて全く思いませんでした。




私はパリで生まれ育ちました。両親も周りの人も神は信じていなかったので，私も神を信じていませんでした。学校で進化論を勉強して，そうなんだろうなぁと思っていました。みんな信じてたし，別に変だとも思いませんでしたしね。



[image: 子供の頃のステファン･ロンダラン。]

フランスのパリで生まれ，無神論の家庭で育った。





私の両親は宗教が嫌いでした。神がいるなら，世の中こんなに悪くなっていないはずだと思っていたわけです。私も宗教に裏表がある様子を見ていたので，「優しい神なんかいない。神を本気で信じる人は，頭の中がお花畑だ」と思っていました。

でも，私の考えは180度変わりました。今では，全てのものを造った神がいること，そしてその神が，弱くてちっぽけな私を見ていて，いつも手を差し伸べてくれていることを心から信じています。どうしてそうなったのか，いきさつをお話しします。   

19歳の時に徴兵され，1年間南米のフランス領ギアナに行きました。その美しくて人里離れた場所は，私にとって特に大事な場所になります。

20歳の時，パリに戻りました。それからの私はというと，平日は働きまくって，週末は遊びまくっていました。でもどこか満たされませんでした。こう思っていました。「社会は不平等，差別，貧困，そういうドロドロしたものであふれてる。善良な人たちが苦しんでる。美しい地球もめちゃくちゃ。もうやってらんない。人生やり直したい」。そんな時，ふと思いました。「ああ，ギアナに戻りたい」。

ジャングルで幸せを見つけようともがく日々

それで前いたギアナの村に戻りました。そこで自分のやりたいことをやって，大麻を吸って，自然に囲まれていれば，幸せになれると思ったんです。でも気付いたら，昔みたいに働いて飲んでの繰り返しになっていました。

そんな時，誰かから聖書をもらいました。なんかいいこと書いてたらなぁと思って読んでみたんですけど，全然意味が分かりませんでした。

自分みたいに，どうして生きてるんだろうって悩んでる友達がいました。その子がユニティーというジャングルにあるコミュニティーに誘ってくれたので，私も参加することにしました。



[image: 1. ジャングルの中にある草でできた屋根の家。近くにハンモックがある。2. 若い頃のステファン･ロンダラン。]

（左）ユニティーが使っていた小屋。

（右）ジャングルにいた頃。





ジャングルでの暮らしは，誰にも邪魔されなくて，自由気ままでした。太陽が昇ったら起き，沈んだら寝て，食べ物を育て，音楽を奏で，大麻を吸う。そんな毎日でした。自然を大切にし，みんなで助け合っていました。動物を傷つけたくなかったので，みんなベジタリアンでした。ほかの人に迷惑をかけなければ，自分のしたいようにしたらいいとも思っていたので，法律なんて全然気にしてませんでした。

ここは最高の場所でした。世界の全部がここみたいになればいいのにと思ってました。みんなリスペクトし合ってて，差別することもされることもありませんでした。でも，全部が最高ってわけじゃなかったんです。みんな自己中で，うまくいかないこともたくさんあります。結局ほかの人たちと大して変わんないじゃんって思うようになりました。そういう現実を見て，数日とか数カ月しかとどまらない人も多かったです。私はそこに2年以上いたんですけどね。

ジャングルにいた時，地球って太っ腹だなぁと思いました。ある日，パパイアの種を数えてみようと思って，やってみたんですけど，あまりに多くて数え切れませんでした。それでこう思いました。「なんで地球ってこんなに太っ腹なんだろう。まるで誰かのために愛情を込めて建てられた，豪華な家みたいだ。これがたまたまできたなんてあり得ない。きっと誰かが準備したはずだ。でも誰かって，誰だ？」その頃の私は，地球を造った方について何一つ知りませんでした。

それまでも聖書は読んでましたけど，もっと本気で読むようになりました。祈った方がいいのかなぁと思って，意味も分からず十字を切って祈るようになりました。みんなで歌ってた歌の中に，ヤハという名前が出てくることがありました。それで，このヤハが地球を造ったんじゃないかって，考えるようになったんです。

太っ腹なお父さんとの出会い

拙いながらも祈り始めた私のことを，エホバは見逃しませんでした。ある日，ユニティーの友達の1人が，エホバの証人からある本をもらってきました。「あなたは地上の楽園で永遠に生きられます」という本です。* この本を読んで心が震えました。「パラダイスになった地球で，大好きな家族とか友達とずっと一緒にいられるなんて。これが俺の願いだったんだ。地球を造った神様って，こんな未来を準備してくれてるのか。もっともっと知りたい」。

生活を変えなきゃいけないことに気付きました。でも，1人じゃ無理だって思いました。それでエホバの証人の宣教者と聖書を勉強していた別の友達にお願いして，会わせてもらうことにしました。ミシェルという宣教者です。

ミシェルと初めて会ったその日に大会に誘われました。会場は首都カイエンヌの近くのマトゥリにあって，住んでた所から240キロ以上も離れてましたけど，とにかく行ってみることにしました。その時の格好は本当にひどかったですよ。髪はボサボサ，ひげはぼうぼうで，ピンクと紫の派手なズボンをはいて，ぶかぶかのシャツで行きました。でもそんな私に，兄弟姉妹は本当に親切にしてくれました。大会の行き帰りをサポートし，食べ物を準備し，泊まる場所まで手配してくれたんです。そんな愛にあふれた兄弟姉妹の姿を見て，この人たちは本物だって思いました。

その大会で，テモテ第一 5章8節が読まれました。そこには，いい父親というのは家族を食べさせていくものだと書かれています。でもふと思いました。「それってエホバがやってることじゃないか。こんなに太っ腹な地球を造って，人間みんなを養ってる」。こんなエホバにだったら，自分のこと任せてもいいかなって思いました。エホバは絶対に養ってくれるからです。ミシェルのことを見るたびに，そういう確信が強くなっていきました。エホバのために生きて本当に幸せそうです。

聖書レッスンをしていくうちに，私は自分をちょっとずつ変えていくことができました。ある時，タバコと大麻をやめようと決意して，全部燃やしました。それ以来，一度も吸っていません。集会にも行き始めました。自分の長い髪をどうにかしたいと思っていたので，集会の時に，ある兄弟に髪を切ってほしいとお願いしました。するとその場で切ってくれました。

少し後に，ユニティーを出てフランスに戻りました。帰ってからも，王国会館を見つけて聖書レッスンを続けられました。久しぶりに会った家族は，私の変わりようにびっくりしてましたよ。タバコも吸わない，お酒にものまれない，パーティー三昧でもなくなっていたからです。でも聖書の話ばっかりするようになっていたので，そこにはうんざりしてました。今思えば，あの時の私は未熟でしたね。

1996年にバプテスマを受けました。その頃，私はミシェルみたいに宣教者になりたいと思っていました。そして，そのことを祈っていました。エホバに恩返しする最高の方法だと思ったからです。

エホバからのたくさんのプレゼント

同じ会衆にはクローディンというかわいらしい姉妹がいて，姉妹のことが気になり始めていました。伝道に打ち込んでいる姉妹で，コメントを聞いているとエホバのことが大好きなのが伝わってきました。できればお付き合いしたいと思いましたが，まず姉妹が宣教者奉仕に興味があるかどうかを知りたいと思いました。うれしいことに同じ目標を持っていました。私たちは2000年4月に結婚しました。



[image: 1. ステファンとクローディンの結婚式。2. ステファンが集会で話をしている。]

（左）結婚式の日

（右）中国語のグループで話をしているところ。2006年





次の年，夫婦で開拓奉仕を始めました。そして中国語を学んで中国語グループに移りました。勉強は大変でした。中国人の考え方を学んだり，中国人にとって受け入れやすい伝道のアプローチの仕方を考えたりするのも難しかったです。そんなに中国語は上手にならなかったんですけど，エホバのおかげで素敵な思い出がたくさんできました。でも，楽しかっただけじゃありません。エホバはあの時期，私たちの将来を見据えてトレーニングしてくれてたんです。

大変なこともあるけど…

私には，ずっと付き合っている弱点がありました。自分自身に高すぎるハードルを課してしまうということです。エホバや兄弟姉妹のために一生懸命やってはいても，まだまだ足りない，もっとできるはずだという気持ちがいつも付きまといました。それで集会で話をする時も，完璧にやらないといけないと思って，準備に時間をかけ過ぎてました。でも完璧にはできないので，自分の持っている理想と現実のギャップにいつも苦しんでいました。（伝 7:16）エホバは優しいお父さんで，ベストを尽くせば喜んでくれるということをもっと理解しないといけませんでした。

パリにいた頃，代理の巡回監督に任命されました。最初は，私は若すぎるし，無理だと思いました。でもやっていくうちに，エホバのサポートがあればなんだってできるんだと分かるようになっていきました。

私は子供の頃から多汗症で，特に手汗がひどいです。緊張するような場面，例えば大会で話をするような時は本当に汗びっしょりです。今も病気はありますが，エホバに祈って頼ることで，うまく付き合えるようになっています。

2011年，私たちは念願かなって宣教者になれました。太平洋の南西に浮かぶニューカレドニアに行くことになりました。パリから1万6千キロ以上も離れた場所です。とてもうきうきしましたが，いろいろ苦労もありました。例えば，キャッサバとかタロイモなどの，新しい食べ物に慣れないといけませんでした。朝早くニワトリとか犬の鳴き声で起こされることもしょっちゅうでした。あと，地元の人たちのコミュニケーションの取り方も少し独特で，話していると相づちを打つ代わりに，眉毛を少し動かしてリアクションすることがあります。



[image: 世界地図。南米のフランス領ギアナ，ヨーロッパのフランス。オセアニアのニューカレドニアの場所が表示されている。]

フランス領ギアナで聖書を学び，フランスでバプテスマを受け，今は夫婦でニューカレドニアで奉仕している。





これまでいろんな奉仕を楽しみました。宣教者奉仕をした後，ベテルでも何年か働きました。それからSKEに行き，今は巡回奉仕をしています。弱くて完璧ではない私たちでも，エホバの役に立てることを実感しています。いつもよく祈って，エホバに頼ることから力をもらっています。今でも，会衆を訪問したり話をしたりする時は緊張しますが，エホバのおかげで兄弟姉妹の役に立てていると感じます。

これまでの激動の日々を振り返って思うのは，クローディンは本当に最高の妻だということです。こんな未熟な私にも付いてきてくれて，よくサポートしてくれます。いつも伝道に前向きに取り組んでいます。この暑いニューカレドニアでの巡回奉仕にも文句一つ言わず，むしろ楽しんでくれています。



[image: ステファンとクローディン。]

ニューカレドニアで巡回奉仕をしている。





初めて出た大会で，エホバが家族思いのお父さんだということを学びました。それからずっと，そういうお父さんエホバが私を見ていて気遣ってくれることを感じてきました。エホバのおかげで，権力を毛嫌いするのではなく正しい見方ができるようになりましたし，謙虚になることの大切さも分かりました。エホバの基準に合わせるために，距離を置くことにした友達もいます。でもエホバのおかげでたくさん素敵な友達ができました。最高の妻もいます。それに，素晴らしいお父さんエホバにずっと仕えていくという明るい未来もあります。こんなに良くしてくれて，エホバは本当に気前がいいなとしみじみ感じる日々です。（マル 10:29，30）





^  発行: エホバの証人。現在は絶版。






^ （テモ一 5:8） もしもある人が，自分の家族，特に一緒に住んでいる人たちに必要な物を与えないなら，クリスチャンの信条を否定していることになり，信仰のない人より悪いといえます。



^ （伝 7:16） 正しさにあまりにこだわってはならない。賢くなり過ぎてはならない。どうして自分の身を滅ぼすのか。



^ （マル 10:29， 30） イエスは言った。「はっきり言いますが，私のため，また良い知らせのために，家，兄弟，姉妹，母親，父親，子供，あるいは畑に別れを告げた人は皆， 30 今この時期に*百倍を，家，兄弟，姉妹，母親，子供，畑を迫害と共に得て，新しい体制で永遠の命を得ます。

または，「現在」。







ご存じでしたか



聖書時代の町の門とはどんな所でしたか

聖書には町の門という表現が何度も出てきます。町の門と聞くと，ただ人が出入りする場所をイメージするかもしれません。でも聖書を調べると，そこは人でにぎわう，当時の暮らしに欠かせない場所だったことが分かります。ではどんな場所だったのか，ちょっとのぞいてみましょう。

みんなが集まる場所だった。門を意味するヘブライ語は，出入り口だけでなく，周りにある広場全体を指して使われていました。たくさんの人が集まれるほどの大きな広場がある場合もありました。（ネヘ 8:1）

市場のようになっていた。エルサレムには，魚の門や羊の門と呼ばれる門がありました。そこで売られていた物にちなんで付いた名前のようです。（ゼパ 1:10。ヨハ 5:2）



[image: 祭司が町の門の所で律法について説明している。イスラエル人たちが真剣に聞いている。]

町の門は人でにぎわう場所だった。





法的な取引をする場でもあり，暮らしに密着した場でもあった。アブラハムもボアズも，町の門の所にいるみんなの前で法的な取引をしました。（創 23:10-15，17，18。ルツ 4:1，10）泊まる場所がない旅行者は，そこで休むことができました。（裁 19:15-21）最新のニュースを仕入れられる場所でもありました。（サム二 18:24，25）

裁判も行われた。当時，裁判は町の門の所で行われました。その場にいたみんなが，証人による証言や，判決を聞けるようになっていました。（申 21:18-20）判決が下されると，その場で執行されました。（申 25:2）周りの目があったので，裁判官たちは公平に裁こうと思えたはずです。（申 16:18-20。ヨブ 29:7，11-17）

エホバを信じるよう激励する場だった。預言者や真っすぐにエホバに仕える人たちは，よく町の門の所でほかの人たちを励ましました。人が集まる場所だったからです。（王一 22:10。エレ 17:19，20）例えばエヒウは，アハブ家に対する裁きをエホバが実行したことを，みんなの前で宣言しました。（王二 10:8-10）ヒゼキヤ王は軍隊長たちを集めて，エホバを信頼するよう力づけました。（代二 32:6-8）

聖書には，「真の知恵」が「町の門の入り口」で叫んでいるとあります。（格 1:20，21）古代イスラエルでは，賢い男性が町の門の所で人にアドバイスをしたり，裁きを下したりしました。現代では，真の知恵は聖書に記録されています。そして世界中のエホバの証人は，その聖書から知恵を見つけられるようたくさんの人を助けています。





^ （ネヘ 8:1） 民は皆，「水の門」の前の広場に同じ思いで集まった。そして写字生*エズラに，エホバがイスラエルに命じたモーセの律法の書を持ってくるよう頼んだ。

または，「書記」。


^ （ゼパ 1:10） エホバは宣言する。 「その日，『魚の門』から叫び声が， 都市の第2地区から泣き叫ぶ声が， 丘から大きな物音がする。



^ （ヨハ 5:2） さて，エルサレムにある羊の門の所に，ヘブライ語でベツザタと呼ばれる池があり，そこに5つの柱廊があった。



^ （創 23:10-15） ヘト人エフロンはヘトの子孫たちと共に座っていた。エフロンは，ヘトの子孫たちが聞いている所で，町の門を入ってくる人たちの前で，アブラハムに答えてこう言った。 11 「いいえ，お聞きください。その土地と洞窟，どちらもお譲りします。私の同胞たちの立ち会いの下，あなたにお譲りします。奥さまを葬ってあげてください」。 12 アブラハムはその土地の人たちにおじぎをし， 13 人々が聞いている所でエフロンに言った。「よろしければ，お聞きください。その土地に見合う十分な量の銀をあなたにお渡しします。受け取ってください。そうしてくだされば，妻をそこに葬ります」。 14 エフロンはアブラハムに答えた。 15 「お聞きください。あの土地には銀4.6キロの価値がありますが，気になさらないでください。奥さまを葬ってあげてください」。



^ （創 23:17， 18） こうして，マムレに面したマクペラにあるエフロンの土地（土地とその中の洞窟と全樹木）の取引が成立し， 18 その土地は，ヘトの子孫たちの立ち会いの下，町の門を入ってくる人たちの前で，アブラハムが買い取った土地となった。



^ （ルツ 4:1） ボアズは町の門の所に行き，そこに座った。すると，ボアズが言っていた買い戻す権利を持つ人が通り掛かった。ボアズが，「ここに来て，座ってください」と言うと，その人*は来て，座った。

名前は述べられていない。


^ （ルツ 4:10） また，マフロンの妻だったモアブ人のルツを私の妻にし，死んだ人の名前を相続地に残します。死んだ人の名前が兄弟たちの間から，町の人々の間から*忘れ去られないようにするためです。皆さんは今日，証人です」。

直訳，「住んだ場所の門から」。


^ （裁 19:15-21） 一行はそれ以上進まず，ギベアに泊まることにした。そして町に入って広場に腰を下ろしたが，家に連れていって泊めようとする人は一人もいなかった。 16 やがて，その晩，ある老人が畑仕事から戻ってきた。その人はエフライムの山地の人で，しばらくギベアに住んでいた。町の住民はベニヤミン族だった。 17 老人は目を上げて，旅人が町の広場にいるのを見ると，こう言った。「どちらへ行かれるのですか。どこからおいでになったのですか」。 18 彼は言った。「ユダのベツレヘムからエフライムの山地の奥深くに向かっています。私はそこの者で，ユダのベツレヘムへ行ってきました。エホバの家に行くところです*が，誰も自分の家に迎えてくれないのです。 19 ロバのためのわらも飼い葉もあり，私とこの女性と従者のためのパンもぶどう酒もあります。足りない物は何もありません」。 20 老人は言った。「あなたに平和がありますように！ 必要な物があれば私が面倒を見ます。広場で夜を過ごすのだけはおやめなさい」。 21 そして彼らを自分の家に連れていき，ロバに餌*を与えた。一行は足を洗って，食べたり飲んだりした。

もしかすると，「で仕えています」。
または，「混合飼料」。


^ （サム二 18:24， 25） さて，ダビデは町の2つの門の間に座っていた。見張りが城壁の門の屋上に行って見ると，1人で走ってくる人がいた。 25 それで見張りが叫んで王に知らせると，王は「1人なら，その人は知らせを持っています」と言った。その人が近づいてくる中，



^ （申 21:18-20） ある人に頑固で反抗的な息子がいて，息子が父親にも母親にも従わず，両親が正そうとしても言うことを聞かない場合， 19 父親と母親は息子を捕まえて，町の門にいる長老たちの所へ連れていきなさい。 20 そして，町の長老たちにこう言います。『この息子は頑固で反抗的で，私たちに従おうとしません。大食いで，いつも酔っぱらっています』。



^ （申 25:2） 邪悪な人を打ちたたくべきであれば，裁判人はその人をうつぶせにさせ，自分の前で打ちたたかせます。行為の邪悪さに応じた回数だけ打ちなさい。



^ （申 16:18-20） あなたの神エホバが与えてくださる全ての町*で，部族ごとに裁判人と役人たちを任命すべきです。その人たちは民を裁く際，正しく裁かなければなりません。 19 公正さをゆがめたり，不公平であったり，賄賂を受け取ったりしてはなりません。賄賂によって，賢い人も目が見えなくなり，正しい人の言葉もゆがむからです。 20 公正，ただ公正を期すべきです。生き続けて，エホバ神が与えてくださる土地を取得するためです。

直訳，「門の内」。


^ （ヨブ 29:7） 私はよく町の門の所に行って広場に座った。



^ （ヨブ 29:11-17） 私の言葉を聞いた人は私のことを良く言い， 私を見た人は私の良い評判を広めた。 12 私は，助けを求めて叫ぶ貧しい人を助け出した。 父親のいない子供や，誰にも助けてもらえない人も。 13 苦しんでいた人は私のことを良く言い， やもめは私の力添えで心から喜んだ。 14 私は正しさを衣服として身にまとった。 公正であることは私にとって，長い服*やターバンのようだった。 15 私は目が見えない人の目となり， 足が不自由な人の足となった。 16 私は貧しい人の父親代わりになった。 知らない人の訴訟のために力を貸した。 17 悪を行う人の顎を砕き， その人の歯から獲物を引き離した。

または，「袖なしの上着」。


^ （王一 22:10） イスラエルの王とユダの王エホシャファトは，サマリアの門の入り口にある脱穀場で，王の服を着て王座に座っていた。預言者たち皆が2人の前で預言していた。



^ （エレ 17:19， 20） エホバは私にこう言った。「行って，ユダの王たちが出入りする，民の子たちの門，またエルサレムの全ての門の所に立ちなさい。 20 こう言わなければならない。『これらの門を通って入る，ユダの王たち，ユダの全ての人たち，エルサレムの全住民よ，エホバの言葉を聞きなさい。



^ （王二 10:8-10） 使者がエヒウのもとに来て言った。「彼らが王の子たちの首を持ってきました」。エヒウは言った。「それを都市の門の入り口に2つの山にし，朝まで置いておきなさい」。 9 朝になるとエヒウは出ていき，民の皆の前に立って言った。「皆さんは無実*です。私は主人に謀反を起こし，主人を殺しました。ですが，これらの人たち皆を殺したのは誰でしょうか。 10 覚えておきなさい。エホバがアハブ家に告げたエホバの言葉は，その一言さえも実現せずに終わることはありません。エホバは奉仕者エリヤを通して語ったことを行ったのです」。

または，「正しい」。


^ （代二 32:6-8） それから，民をまとめる軍隊長たちを任命し，都市の門の広場に集め，こう言って励ました。 7 「勇気を出し，強くありなさい。アッシリアの王や王と共にいる大軍のことで恐れたりおびえたりしてはなりません。彼と共にいる者よりも，私たちと共にいる者の方が多いからです。 8 彼のもとにあるのは人間の力ですが，私たちには，私たちを助け，私たちのために戦ってくださるエホバ神がいます」。民はユダのヒゼキヤ王の言葉に力づけられた。



^ （格 1:20， 21） 真の知恵が通りで大声で叫ぶ。 広場で声を上げている。 21 にぎやかな街角で呼び掛ける。 町の門の入り口でこう言う。








聖書コラム

アーモンドは早起き



聖書には30種類ほどの木が出てきますが，その1つにアーモンドがあります。アーモンドの花を見たことがありますか。かわいいピンクや白の花です。アーモンドの特徴の1つは，花を早く咲かせることです。早ければ1月の終わりごろには咲き始めます。アーモンドのヘブライ語名には，「早く目覚める」という意味があります。では，アーモンドの木とそれを造ったエホバには，何か似ているところがあるでしょうか。

興味深いことに，エレミヤ 7章25節の脚注には，エホバも早く起きると書かれています。これってどういう意味でしょうか。「ものみの塔」2011年3月15日号にはこう書かれています。「アーモンドの木が早く『目覚める』ように，エホバはいわば『早く起きて』……，不従順の結果について民に警告なさいました。そして預言の言葉が実現するまで，休まれません。『目覚めて』おられるのです」。（エレ 1:11，12）

聖書のほかの場所でもアーモンドの花は登場します。伝道の書では，高齢の人の白髪がアーモンドの白い花に例えられています。（伝 12:5）その花は，幕屋の金のランプ台の美しい飾りにもなっていました。（出 37:17-20）







^ （エレ 7:25） あなたたちの父祖たちがエジプトを出た日から今までそうである。それで私は，私に仕える預言者全てをあなたたちのもとに遣わし続けた。毎日のように繰り返し*遣わした。

直訳，「毎日早く起きては」。


^ （エレ 1:11， 12） エホバが再び私に語り掛け，「エレミヤ，何が見えるか」と言った。それで私は，「アーモンドの木*の枝が見えます」と言った。 12 エホバは言った。「あなたが見た通りだ。私は自分の言葉を実行するため，しっかり目覚めている」。

直訳，「目覚めつつある者」。


^ （伝 12:5） さらに，高い所を怖がり，通りを恐れる。アーモンドの木は花を咲かせ，バッタは身を引きずって歩き，ケーパーの実ははじける。なぜなら，人は，自分がずっと住む家へと歩いており，嘆く者たちが通りを歩き回るからだ。



^ （出 37:17-20） 純金のランプ台を鍛造した。その台座，幹，がく，節，花の間に接ぎ目はなかった。 18 6本の枝が幹から出ていた。左に3本，右に3本だった。 19 左側のそれぞれの枝に，アーモンドの花のようながくが3つ付き，それぞれのがくの下に節と花が来ていた。右側も同じだった。ランプ台の幹から出る6本の枝はそのようになっていた。 20 ランプ台の幹には，アーモンドの花のようながくが4つ付き，それぞれのがくの下に節と花が来ていた。
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^ ***喜歌 55番 恐れてはいけない！***
55番
恐れてはいけない！
（マタイ 10:28）
1. 王国の知らせ 恐れず語れ
敵が行く手を阻むとしても
天でキリストは敵を倒した
間もなく罪から 人 解き放つ
（※ 繰り返し）
恐れなくていい 敵多くても
私が必ずあなたを守る
2. 敵たちが脅し欺くときも
うその笑顔でほほ笑むときも
恐れず戦え 勝利の日まで
私は与える みなぎる力
（※ 繰り返し）
恐れなくていい 敵多くても
私が必ずあなたを守る
3. 忠誠貫き戦う人を
私が守る 大盾となり
命を落とした忠実な人
私が再び命与える
（※ 繰り返し）
恐れなくていい 敵多くても
私が必ずあなたを守る
（申 32:10; ネヘ 4:14; 詩 59:1; 83:2，3も参照。）



^ ***喜歌 150番 救いのために神に頼る***
150番
救いのために神に頼る
（ゼパニヤ 2:3）
1. 神の主権退けてきた
人々の支配 終わりを告げた
この世界の敵たち全て
イエスが打ち砕く その日は近い
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
2. 真理の側選べるように
知らせを伝える あらゆる人に
試練来ても恐れはしない
愛の神エホバの助けを信じ
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
（サム一 2:9; 詩 2:2，3，9; 格 2:8; マタ 6:33も参照。）









^ ***喜歌 129番 決して負けない 最後まで***
129番
決して負けない 最後まで
（マタイ 24:13）
1. 終わりまで耐え忍ぶために
思い出す イエスの模範を
痛み 耐えた
報い見つめ
（※ 繰り返し）
決して負けない 耐えていける
エホバの愛に包まれて最後まで
2. たくさんの涙を流した
つらい日々やがて過去になる
未来見つめ
さあ進もう
（※ 繰り返し）
決して負けない 耐えていける
エホバの愛に包まれて最後まで
3. 恐れない 諦めもしない
エホバの日 来るその時まで
耐えていこう
その日 近い
（※ 繰り返し）
決して負けない 耐えていける
エホバの愛に包まれて最後まで
（使徒 20:19，20; ヤコ 1:12; ペテ一 4:12-14も参照。）



^ ***喜歌 149番 勝利の歌***
149番
勝利の歌
（出エジプト 15:1）
1. さあ歌おう 声を上げエホバに
敵を海に沈めた方に
たたえよう 全能のエホバを
勝利を得た偉大な神を
（※ 繰り返し）
真の神エホバはいつの日も変わらない
敵は皆滅び去る その時は近い
2. 今 神に敵する国々が
その強さを誇るとしても
迫りくるハルマゲドンの日に彼らは知る
エホバが神と
（※ 繰り返し）
真の神エホバはいつの日も変わらない
敵は皆滅び去る その時は近い
（詩 2:2，9; 92:8; マラ 3:6; 啓 16:16も参照。）









^ ***喜歌 106番 愛を育む***
106番
愛を育む
（コリント第一 13:1-8）
1. 神に倣い示す その性質全て
特別なのは愛 エホバの贈り物
たとえ賢くても信仰強くても
愛を失うなら全ては無駄になる
2. 愛があればいつも与えること願う
憎しみを捨て去り進んで許し合う
たとえ傷ついてもどんな試練来ても
全て越えていける 愛は絶えないもの
（ヨハ 21:17; コリ一 13:13; ガラ 6:2も参照。）



^ ***新世ス コロサイ 4:7***
7 私がどうしているかについては，愛する兄弟テキコが皆さんに詳しく知らせます。テキコは主に従う忠実な奉仕者であり，共に主に仕える奴隷です。



^ ***喜歌 154番 愛は決して絶えない***
154番
愛は決して絶えない
（コリント第一 13:8）
1. 見渡せば あふれる愛
大切な仲間
あとにした今の世では
見られない景色
試みを越え 愛は残る
（※ 繰り返し）
さあ 進もう 神と歩む愛の道を
今日 確かに 心にある 私たちの愛は決して絶えない
2. うつむいて沈む心
神が抱き上げる
喜びで弾む心
愛を与えれば
試みを越え 愛は残る
（※ 繰り返し）
さあ 進もう 神と歩む愛の道を
今日 確かに 心にある 私たちの愛は決して
（※ 繰り返し）
さあ 進もう 神と歩む愛の道を
今日 確かに 心にある 私たちの愛は決して絶えない
この愛 絶えない









^ ***喜歌 62番 新しい歌***
62番
新しい歌
（詩編 98編）
1. さあ歌おう 新しい歌を
神エホバの勝利たたえ
公正で強力な神は
裁き下し悪滅ぼす
（※ 繰り返し）
歌おう 賛美しよう
歌おう エホバは王
2. さあ歌おう 喜びに満ちて
王エホバの統治たたえ
たて琴と角笛とラッパ
鳴り響かせ 皆で歌う
（※ 繰り返し）
歌おう 賛美しよう
歌おう エホバは王
3. さあ歌おう 生きるもの全て
創造者の偉業たたえ
山々も海も手をたたき
全地球が賛美歌う
（※ 繰り返し）
歌おう 賛美しよう
歌おう エホバは王
（詩 96:1; 149:1; イザ 42:10も参照。）



^ ***新世ス ルカ 1:69***
69 そして，ご自分に仕えたダビデの家系に救いの角が現れるようにしてくださいました。



^ ***喜歌 159番 エホバをたたえる***
159番
エホバをたたえる
（詩編 96:8）
1. 天の父エホバ 永遠の王
賛美と栄光はあなただけのもの
惜しみなく愛を注いでくれる
あなたに私は なにができますか
（※ 繰り返し）
エホバよ 私の歌 聴いてください
あなたを賛美します
熱い心で 命の限り
2. あなたに仕える 栄誉と誇り
胸に抱きしめて語りつづけたい
あなたの導き あなたの力
与えてください どうか永遠に
（※ 繰り返し）
エホバよ 私の歌 聴いてください
あなたを賛美します
熱い心で 命の限り
3. 美しい地球 輝く星も
息をのむほどの驚きに満ちて
すべてはあなたが生み出したもの
その愛と知恵に賛美があふれる
（※ 繰り返し）
エホバよ 私の歌 聴いてください
あなたを賛美します
熱い心で 命の限り
（詩 96:1-10; 148:3，7も参照。）
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